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　公益社団法人岐阜県緑化推進委員会では、令和２年１１月１６日に揖斐川町の谷汲緑地公園におい
て、天皇陛下ご下賜金記念植樹を行いました。
　天皇陛下ご下賜金記念植樹は、天皇陛下から緑の募金へ賜ったご下賜金を公益社団法人国土緑化推
進機構が毎年全国６地域へ配分し、このうち、中部地方では９県で持ち回り、令和２年度は岐阜県が
担当して実施することになりました。植樹場所の谷汲緑地公園は、平成２７年に開催された第３９回
全国育樹祭の会場であり、天皇陛下と縁が深い場所です。
　今回の記念植樹は、揖斐川町並びに揖斐郡森林組合のご協力をいただき、天皇陛下のお印の「梓」
であるミズメの苗木を富田和弘揖斐川町長とともに植えました。
　これからは、植樹した苗木が健やかに育つことを願っています。

【公益社団法人岐阜県緑化推進委員会　専務理事　黒﨑隆司】

谷汲緑地公園　　植樹者　富田揖斐川町長（左）
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森林のたより
も　 　　り

森林総合教育センター（morinos）が
林野庁長官賞を受賞しました
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な
く
新
し
い
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
と
そ
の
防

止
対
策
に
よ
り
県
民
の
生
活
は
大
き
な
影
響
を
受
け
ま

し
た
。
様
々
な
活
動
自
粛
に
よ
り
経
済
活
動
が
低
迷
し

た
こ
と
に
起
因
す
る
木
材
需
要
の
減
速
か
ら
、
森
林
・

林
業
に
も
大
き
な
影
響
が
で
て
お
り
、
間
伐
等
森
林
整

備
の
遅
れ
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
す
る
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
早
期

実
現
に
関
す
る
報
道
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
克
服
へ
の
道
筋
が
見
え
て
き
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
元
の
生
活
を
取
り
戻
す
方
向
に
向
け
て

一
層
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
岐
阜
県
で
は
昨
年
７
月
に
「
ぎ
ふ
木
育
」
の

拠
点
施
設
で
あ
る
「
ぎ
ふ
木
遊
館
」
と
「
森
林
総
合
教

育
セ
ン
タ
ー（
愛
称
：morinos

（
も
り
の
す
））」が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。「
ぎ
ふ
木
遊
館
」は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
の
た
め
施
設
は
予
約
の
み
で
の

利
用
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、連
日
予
約
が
満
杯
状
態
で
、

「
岐
阜
県
の
豊
か
な
自
然
を
背
景
と
し
た
森
と
木
か
ら

の
学
び
で
あ
る
ぎ
ふ
木
育
を
推
進
・
深
化
さ
せ
て
い
く

総
合
拠
点
と
す
る
た
め
に
、
岐
阜
県
産
の
木
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
、
木
に
触
れ
、
森
を
感
じ
、
そ
の
森
の

恵
み
で
あ
る
木
の
お
も
ち
ゃ
で
の
遊
び
を
通
し
て
次
代

を
担
っ
て
い
く
子
供
た
ち
を
育
て
、
幅
広
い
世
代
の
交

流
を
促
進
し
て
い
く
館
（
拠
点
）」
と
い
う
「
ぎ
ふ
木

遊
館
」
に
込
め
た
想
い
が
具
現
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

実
感
さ
れ
ま
す
。ま
た
、「
森
林
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー（
愛

称
：m

orinos

（
も
り
の
す
））」
は
、「
ぎ
ふ
木
育
30
年

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
、、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
す

べ
て
の
人
と
森
を
つ
な
ぎ
、
森
と
暮
ら
す
楽
し
さ
と
、

森
林
文
化
の
豊
か
さ
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
施
設
」

で
、
新
国
立
競
技
場
を
設
計
し
た
建
築
家
の
隈
研
吾
氏

が
基
本
設
計
等
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
学
生
か

ら
社
会
人
を
対
象
に
各
種
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

て
お
り
、最
近
は
大
手
総
合
建
設
会
社
の
新
入
社
員
が
、

伐
倒
し
た
木
を
馬
で
運
び
出
す
「
馬
搬
」
を
体
験
す
る

な
ど
全
国
的
な
森
林
教
育
の
拠
点
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
森
林
づ
く
り
の
推
進
に
は
、
様
々
な
階
層
の
方
々

の
森
林
・
林
業
に
対
す
る
理
解
の
醸
成
が
不
可
欠
で
す
。

「
ぎ
ふ
木
遊
館
」「
森
林
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
：

m
orinos

（
も
り
の
す
））」
が
、
岐
阜
県
の
森
林
づ
く

り
の
更
な
る
推
進
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
に
期
待
を

し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
七
月
豪
雨
に
よ
り
下
呂
市
、
高
山
市
、
郡
上

市
を
中
心
に
県
内
で
多
く
の
激
甚
災
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
岐
阜
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
治
山
事
業
や
森
林
整

備
事
業
の
推
進
に
よ
り
「
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
」

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
対
策
の
更
な
る
推
進
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
県
土

の
八
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
森
林
が
占
め
る
岐
阜
県
に
お

い
て
は
、
防
災
・
減
災
対
策
の
視
点
か
ら
の
県
民
の
安

全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
に
は
、
治
山
事
業
や
森
林
整

備
事
業
の
推
進
に
よ
る
健
全
な
森
林
づ
く
り
が
そ
の
柱

と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
当
協
会
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
国
や
県
に
対
す
る
制
度
や
予
算
の

充
実
の
要
請
等
を
通
じ
て
、
防
災
・
減
災
対
策
と
し
て

の
治
山
事
業
や
間
伐
等
の
森
林
整
備
事
業
の
推
進
に
寄

与
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
森
林
づ
く
り
は
、「
親
が
植
え
、子
が
育
て
、孫
が
伐
っ

て
利
用
す
る
」
と
い
う
三
代
に
ま
た
が
る
息
の
長
い
営

み
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

こ
う
い
っ
た
森
林
づ
く
り
の
基
本
を
踏
ま
え
、
岐
阜
県

の
豊
か
な
森
林
の
生
み
出
す
多
様
な
恵
み
を
、
一
◯
◯

年
先
の
県
民
も
享
受
で
き
る
よ
う
、
岐
阜
県
の
森
林
づ

く
り
と
山
村
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
御
支
援
を
御
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
一
年
の
皆
様
の
ご
多
幸

を
祈
念
し
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶（

公
社
）岐
阜
県
山
林
協
会

　会
長

　日
置 

敏
明

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
我
々
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
出
来
事
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
１
月
に
国
内
で
初
め
て
確
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
瞬
く
間
に
全
国
に
拡
大
し
、

外
出
自
粛
要
請
や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
が
続
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
影
響
に
よ
り
減
少
し
た
木
材
需
要
を

回
復
さ
せ
る
た
め
、
県
で
は
６
月
補
正
予
算
に
よ

り
、
県
産
材
を
使
用
し
た
住
宅
建
築
へ
の
支
援
の

拡
充
、
デ
ジ
タ
ル
総
合
住
宅
展
示
場
構
築
や
、
原

木
の
需
給
調
整
の
た
め
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
整
備

へ
の
支
援
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
10
月
に
は
、

台
湾
の
建
築
士
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
対
象
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
商
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
後

もw
ith

コ
ロ
ナ
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
終
息
後
も
視
野

に
入
れ
、
コ
ロ
ナ
社
会
に
適
応
し
た
施
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
道
41
号
線
や
JR
高
山
線
の
寸
断
な
ど
、

飛
騨
地
域
を
中
心
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

７
月
の
豪
雨
で
は
、
林
業
分
野
で
も
、
山
地
被
害

44
箇
所
、
林
道
被
害
2
1
8
路
線
な
ど
、
約
40
億

円
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
改
め
て
、
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
県
で
は
、
９
月
補
正
予
算
に
よ
り
復
旧
工

事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も
頻
発

す
る
で
あ
ろ
う
豪
雨
に
よ
る
災
害
を
防
ぐ
た
め
、

治
山
施
設
の
整
備
や
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
に
よ

り
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
一
方
、
本
県
の
豊
か
な
森
林
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
県
民
の
皆
様
に
森
林
に
親
し
み
、
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の

た
め
、
街
の
中
で
木
の
お
も
ち
ゃ
や
木
工
で
の
遊

び
を
通
し
て
、
森
を
感
じ
、
森
林
と
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
る
木
育
の
拠
点
施
設
「
ぎ
ふ
木
遊
館
」

を
昨
年
７
月
に
岐
阜
市
内
に
開
館
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
森
の
中
で
の
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
、

森
林
と
暮
ら
す
楽
し
さ
や
森
林
文
化
の
豊
か
さ
を

感
じ
、
人
と
森
が
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
森
林

教
育
の
拠
点
施
設
「
森
林
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
（
愛

称
：m

orinos

）」
が
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
内
に

開
所
し
ま
し
た
。
今
後
も
両
施
設
を
拠
点
と
し
て
、

多
く
の
方
に
ぎ
ふ
木
育
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
今
後
全
県
下
へ
の
普
及
を
図
る
た
め
、

指
導
者
の
育
成
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
７
月
、
本
県
はSD

G
s

の
達
成
に
向
け
優
れ

た
取
組
み
を
提
案
す
る
自
治
体
と
し
て
「SD

G
s

未

来
都
市
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
は
、SD

G
s

の
達
成
に
大
き
く
寄
与
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
政
府
が
掲
げ
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
は
、
吸

収
源
対
策
と
し
て
の
森
林
整
備
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
も
契
機
と
な
っ
て
「
デ

ジ
タ
ル
社
会
」
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
人
は
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、

自
然
を
体
感
す
る
「
ア
ナ
ロ
グ
社
会
」
へ
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
る
と
思
わ
れ
、
森
林
と
の
関
わ
り
は
ア

ナ
ロ
グ
の
世
界
そ
の
も
の
と
言
え
ま
す
。

　
今
後
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
へ
の
期
待
、

役
割
は
益
々
大
き
く
、
重
要
に
な
り
、
県
と
し
て

も
そ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
林
業
の
担
い

手
確
保
・
育
成
を
は
じ
め
、
各
種
施
策
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
岐
阜
県
の
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
の
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

岐
阜
県

　林
政
部
長

　荻
巣 

雅
俊
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文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹

サカキ Ⅰ

185
オータムフェスタ を開催しました！

　ぎふ木遊館では、１０月１０日（土）、１１日（日）の２日間、森の恵みの感謝祭「オータムフェスタ」を開催しました。
　新型コロナウイルス感染防止対策のため、利用時間及び入館
者数に制限を設けていますが、この２日間は特別に利用時間を
拡大したほか、木遊館で初めて屋外での木育体験プログラムを
実施し、たくさんの方にご来館いただきました。
　館内では、木育ひろばで積み木をはじめとした木のおもちゃで
遊べるだけでなく、ギャラリーや木工室も開放し、木のピンボー
ルや囲碁などを用意し、小学生の大きなお子さんや大人の方に
も楽しんでいただきました。お父さんと館長が囲碁で対決するな
ど、来館者とスタッフがともに楽しむ場面もありました。
　また、２日目には、木工室で秋にちなんだどんぐりを使った木
育体験プログラムを行いました。どんぐりの意外な姿や豆知識
に、親子で興味津々に聞いていました。
　屋外では、削り馬で生木を削るグリーンウッドワーク体験や、
ぎふの川の生き物をイメージした１２種類の木っ端をポイですく
う“木っ端すくい”、森の素材を使って自由に好きなものが作れる
“とんとんかちかちプレーパーク”を行いました。普段使うことの
ない道具を使った体験に熱中する様子が印象的でした。
　２日目（１１日）の夜は、オータムフェスタ夜の部として、「大人
のための座談会」を開催しました。座談会は、「森と木と人との新
たな関わり」をテーマに、語り手は、脚本家の倉本聰氏、俳優であ
り当館の名誉館長である竹下景子氏、古田肇岐阜県知事の３名。
さらにコーディネーターとして、岐阜県立森林文化アカデミー学
長の涌井史郎氏を招き、豪華な顔ぶれで開催しました。
　はじめに倉本氏から、北海道富良野の地で行っている富良野
自然塾の活動やそこでの経験の話を中心に、自然との付き合い
方や現代社会における危機感などの話題提供がありました。ま
た、そのあとの座談会では、各語り手のユーモアあふれる発言
に、ときおり会場から笑いが起こるなど、終始和やかな雰囲気で
行われました。
　また、この座談会は、ぎふ木遊館の公式インスタグラムでライ
ブ配信も行い、会場に来ることができなかった方にも観覧いた
だきました。

ぎふ木遊館の最新のイベント情報などは、
公式ホームページをご覧ください。

各部の終わりには、木遊館スタッフ
「さとやまさん」から、ぎふの木のおもちゃにちなんだ

歌の披露がありました♪

座談会の最後は涌井学長の
声掛けで「岐阜県から日本、世界を変えていくぞ、

エイエイオー！」で締めくくりました。

　

新
年
初
め
の
初
詣
、
私
が
行
く
神
社

で
は
必
ず
サ
カ
キ
の
神
籬
（
ひ
も
ろ
ぎ
）

を
目
に
し
ま
す
。

　

サ
カ
キ
（C

leyera japonica

）
は
カ

ミ
サ
カ
キ
（
神
榊
）
と
か
、カ
ミ
シ
バ（
神

柴
）
な
ど
と
呼
ぶ
地
域
も
あ
り
、
他
に

も
サ
カ
キ
の
代
用
と
さ
れ
る
ヒ
サ
カ
キ

（E
urya japonica

）
と
区
別
す
る
た
め
、

マ
サ
カ
キ
（
真
榊
）
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

し
か
し
近
年
販
売
さ
れ
て
い
る
サ
カ

キ
の
中
に
は
、
中
国
か
ら
の
輸
入
品
も

あ
り
、
日
用
品
や
食
料
品
だ
け
で
な
く
、

神
に
捧
げ
る
神
籬
ま
で
輸
入
品
に
頼
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

た
だ
し
、
飛
騨
地
方
や
郡
上
市
北
部

で
は
ソ
ヨ
ゴ
な
ど
が
利
用
さ
れ
、
高
山

市
や
飛
騨
市
、
白
川
村
な
ど
で
は
主
に

ソ
ヨ
ゴ
を
、
ソ
ヨ
ゴ
も
手
に
入
れ
難
い

高
標
高
地
の
高
山
市
高
根
町
の
一
位
森

神
社
や
飛
騨
市
河
合
町
の
匠
屋
敷
神
社
、

郡
上
市
白
鳥
町
の
白
山
中
居
神
社
な
ど

で
は
、
ク
ロ
ソ
ヨ
ゴ
や
ア
カ
ミ
ノ
イ
ヌ

ツ
ゲ
が
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

サ
カ
キ
（C

leyera japonica

）
は
関

東
地
方
以
西
の
温
暖
な
地
に
生
育
す
る

常
緑
中
高
木
で
、
葉
は
単
葉
で
互
生
し

ま
す
。
葉
身
は
卵
状
長
楕
円
形
ま
た
は

狭
長
楕
円
で
、
長
さ
7
～
10
㎝
、
幅
は

2
～
5
㎝
で
す
。
葉
の
表
面
は
濃
緑
色

で
光
沢
が
あ
り
、
葉
縁
は
全
縁
で
、
葉

先
は
鋭
頭
を
し
て
い
ま
す
。

　

枝
葉
を
神
事
に
使
う
た
め｢

神
に

捧
げ
る
木｣

を
表
す
「
榊
」
と
記
さ

れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
日
本
独
特
の
国

字
で
中
国
で
は
「
楊
桐
（
よ
う
と
う
：

yangtong

）」
と
記
さ
れ
ま
す
。

　

古
く
は
、
先
端
が
尖
っ
た
枝
先
を
も

中
心
で
あ
っ
た
関
西
地
方
に
サ
カ
キ
が

多
く
生
え
て
い
た
こ
と
。
サ
カ
キ
の
横

枝
は
枝
も
葉
も
水
平
に
出
て
、
全
体
が

三
角
形
に
広
が
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の

形
が
神
の
依
代
（
よ
り
し
ろ
）
に
相
応

し
く
、
玉
串
と
し
て
使
い
や
す
い
形
状

で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
枝
先
端
の
芽（
冬

芽
）
が
細
長
く
、
少
し
鎌
状
に
湾
曲
し
、

こ
の
芽
の
形
が
勾
玉
（
ま
が
た
ま
）
に

似
て
い
る
こ
と
。
他
に
は
枝
葉
を
燃
や

す
と
パ
チ
パ
チ
音
を
出
し
、
そ
の
音
が

邪
気
を
祓
う
と
考
え
た
か
ら
。
な
ど
と

言
わ
れ
ま
す
。

▲サカキの葉と独特な芽の形

つ
常
緑
樹
が
神
の
降
臨
す
る
依
代
（
よ

り
し
ろ
）
と
し
て
特
別
視
さ
れ
、
同
じ

よ
う
に
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
や
マ
ツ
な
ど
の

常
緑
樹
に
「
サ
カ
キ
（
榊
、賢
木
、神
木
）」

の
名
を
充
て
て
い
ま
し
た
。

　

万
葉
集
で
は
巻
三
の
三
七
九
に
、「
ひ

さ
か
た
の 

天
（
あ
ま
）
の
原
よ
り 

生

（
あ
）
れ
来
る 

神
の
命
（
み
こ
と
） 

奥

山
の
賢
木
（
さ
か
き
）
の
枝
に
…
」
と

い
う
大
伴
坂
上
郎
女
の
長
歌
が
あ
り
ま

す
。

　

万
葉
集
の
研
究
家
で
も
あ
る
賀
茂
真

淵
氏
は
、｢

賢
木
（
さ
か
き
）
は
栄
木
（
さ

か
き
）
で
あ
り
、
神
社
に
よ
っ
て
は
松
、

杉
、
樫
な
ど
を
用
い
た
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

他
に
も
サ
カ
キ
と
は
、
常
緑

を
意
味
す
る
「
繁
木
（
さ
か
き
）、

栄
木
（
さ
か
え
き
）」
と
す
る
説
。

神
の
鎮
ま
る
地
と
人
間
の
境
界
を

示
す
「
境
木
（
さ
か
き
）」
と
す

る
説
な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
。

　

平
安
時
代
以
降
に
サ
カ
キ
を
指

す
言
葉
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

理
由
と
し
て
、
当
時
日
本
文
化
の
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シリーズ
森林文化の

4研究
実践
と

岐阜県立森林文化アカデミー
課題研究公表会要旨

森と木のクリエーター科　森林環境教育専攻
石川　麻衣子

「企業の森」活動の　　　　　　　
計画構築における社会的インパクト・

マネジメントの実践と評価

築
す
る
前
に
、
受
益
者
に
つ
い
て
の
調
査

と
分
析
を
実
施
す
る
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。

　

企
業
の
森
の
活
動
に
お
け
る
受
益
者
に

は
、「
活
動
参
加
者
」の
ほ
か「
森
」が
あ
る
。

ま
ず
活
動
に
つ
い
て
の
目
標
と
活
動
計
画

を
決
め
、
そ
の
後
、
出
来
上
が
っ
た
活
動

計
画
を
考
慮
し
な
が
ら
森
の
目
標
お
よ
び

整
備
計
画
を
構
築
す
る（
図
2
）。

活
動
の
計
画
構
築
に
あ
た
っ
て
は
、
ま

ず
調
査
フ
ェ
ー
ズ
で
主
催
者
や
企
業
の

森
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

よ
っ
て
活
動
の
全
体
像
を
把
握
し
た
。
続

く
分
析
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、 

観
察
に
よ
っ
て
主

催
者
が
受
益
者
の
背
景
や
課
題
を
把
握
す

る
目
的
で
、
森
林
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
ト
ラ
イ
ア
ル
を
実
施
し
た
。
最
後
の
計

画
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
企
業
・
行
政
の
両
方

の
主
催
者
が
集
ま
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
目
標
と
計

画
を
構
築
し
た
。

前
述
の
企
業
の
森
活
動
の
課
題
に
対
し
、

こ
の
手
法
を
用
い
る
こ
と
で
、
目
標
に
向
け

効
果
的
か
つ
継
続
的
な
活
動
が
実
現
で
き

な
い
か
と
考
え
、
本
研
究
の
目
的
を
、
社
会

的
イ
ン
パ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
計
画
ス

テ
ー
ジ
を
企
業
の
森
活
動
の
計
画
構
築
で

実
践
し
、
そ
の
有
効
性
を
検
証
す
る
こ
と
と

し
た
。

２
．
研
究
手
法

２
‒
１
．企
業
の
森
の
活
動
団
体
の
選
定

　

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
対
象
は
、
岐
阜
県
林

政
部
主
催
の
事
業「
企
業
と
の
協
働
に
よ
る

森
林
づ
く
り
」へ
の
参
画
企
業
か
ら
、
活
動

の
継
続
性
や
頻
度
、
参
加
者
の
意
欲
な
ど
を

考
慮
し
、
岐
阜
県
内
で
電
子
機
器
等
を
製
造

す
る
I
社
に
決
定
し
た
。

２
‒
２
．目
標
・
計
画
構
築
の
実
践

　

参
照
し
た
手
法
は
、
社
会
的
イ
ン
パ
ク

ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
手
法
が

従
来
の
計
画
構
築
方
法
と
大
き
く
異
な
る

の
は
、
活
動
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
便
益
を
受

け
取
る「
受
益
者
」を
中
心
と
し
た
視
点
で

検
討
す
る
点
で
あ
る
。
そ
の
た
め
計
画
を
構

１
．
研
究
背
景
と
目
的

昨
今
、
企
業
は
S
D
Gs
や
パ
リ
協
定
の

達
成
に
向
け
環
境
や
社
会
性
に
配
慮
し
た

経
営
が
求
め
ら
れ
、
持
続
可
能
な
社
会
実

現
へ
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
利
害
関
係
者
へ

の
影
響
を
考
慮
し
た
戦
略
を
掲
げ
て
い
る
。

企
業
の
社
会
的
責
任（C

orporate Social 
Responsibility 

以
下
、
C
S
R
）
と
は
、

企
業
活
動
が
社
会
や
環
境
に
与
え
る
影
響

に
責
任
を
持
つ
活
動
の
こ
と
で
あ
る
。
本

研
究
で
着
目
し
た「
企
業
の
森
」活
動
は
、

森
林
を
用
い
た
代
表
的
な
C
S
R
の
一
つ

で
あ
る
。
企
業
の
森
活
動
は
件
数
が
増
え

る
一
方
で
、
場
当
た
り
的
な
企
画
に
陥
り

が
ち
、
活
動
の
具
体
的
な
価
値
や
効
果
を

設
定
し
づ
ら
い
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
お

り
、
活
動
の
持
続
性
の
確
保
に
は
、
企
業

が
担
う
べ
き
説
明
責
任
が
果
た
さ
れ
る
よ

う
、
計
画
立
案
・ 

実
施
・ 

評
価
の
仕
組
み

が
あ
る
こ
と
な
ど
、
長
期
的
な
視
点
で
の

目
標
設
定
や
計
画
構
築
の
重
要
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る（
神
山
，2
0
0
9
）。

そ
こ
で
着
目
し
た
の
が
、
バ
ッ
ク
キ
ャ

ス
テ
ィ
ン
グ
で
活
動
の
ゴ
ー
ル
を
定
め
、

目
標
に
沿
っ
た
計
画
を
作
成
す
る「
社
会
的

イ
ン
パ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」と
い
う

手
法
で
あ
る
。
こ
の
手
法
は
単
な
る
計
画

構
築
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
計
画
に
従
い
活

動
を
実
施
し
、
効
果
を
把
握
し
、
活
動
を

改
善
す
る
一
連
の
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル（
図

1
）を
ま
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
持
続
的
な
活

動
が
実
現
さ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
手
法
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
事
業
や
活
動
が
環
境

や
社
会
へ
及
ぼ
す
影
響
を
定
量
的
・
定
性

的
に
把
握
し
、
価
値
判
断
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

図1 社会的インパクト・マネジメント・サイクル
（社会的インパクト・マネジメント・ガイドライン Ver.1より出典）

図2 活動計画および整備計画の手順と実施主体
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シリーズ
森林文化の

4研究
実践
と

岐阜県立森林文化アカデミー
課題研究公表会要旨

森と木のクリエーター科　森林環境教育専攻
石川　麻衣子

「企業の森」活動の　　　　　　　
計画構築における社会的インパクト・

マネジメントの実践と評価

ン
に
よ
っ
て
3
つ
の
目
的
の
活
動
計
画
を

作
成
し
た
。
た
と
え
ば
企
業
主
催
者
の
グ

ル
ー
プ
で
は
、
森
づ
く
り
の
参
加
者
に
つ
い

て「
活
動
か
ら
学
び
を
得
ら
れ
て
い
な
い
」

な
ど
を
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
、
受
益
者
が「
観

察
を
通
じ
て
森
の
変
化
や
森
の
機
能
を
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
る
」と
い
う
目
標
を
定

め
、
こ
の
目
標
へ
向
け
た
活
動
内
容
と
し
て

「
意
識
の
高
い
従
業
員
が
自
主
的
に
社
会
貢

献
活
動
に
取
り
組
め
る
し
く
み
」な
ど
を
設

定
し
た
。

３
‒
２
．森
の
目
標
と
計
画
構
築

調
査
フ
ェ
ー
ズ
で
行
な
っ
た
試
験
の
う

ち
簡
易
透
水
性
試
験
で
は
、「
森
の
北
側
と

南
側
の
エ
リ
ア
の
透
水
性
が
悪
く
、
中
ほ
ど

の
斜
面
の
透
水
性
が
よ
い
」こ
と
が
わ
か
っ

た
。分

析
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、「
透
水
性
が
悪
く

水
源
涵
養
機
能
が
発
揮
で
き
な
い
箇
所
を

保
全
対
象
と
し
、
踏
み
荒
ら
し
を
抑
制
し
、

粗
放
的
な
管
理
で
植
物
の
成
長
に
任
せ
る
」

方
針
と
し
た
。 

計
画
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
ま
ず
3
種
類
の

活
動
計
画
の
機
能
を
元
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を

作
成
し
た
。
道
の
駅
か
ら
ア
ク
セ
ス
の
良

い
斜
面
下
部
に「
広
場
ゾ
ー
ン
」を
、
斜
面

上
部
に「
森
の
学
び
と
遊
び
の
ゾ
ー
ン
」を

配
置
し
た
。「
森
の
学
び
と
遊
び
の
ゾ
ー
ン
」

同
様
に
森
の
計
画
構
築
に
あ
た
っ
て
は
、

ま
ず
受
益
者
で
あ
る
森
に
つ
い
て
、
森
林

管
理
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
簡
易
透
水
性
・

土
壌
貫
入
試
験
を
実
施
し
、
計
画
構
築
に

必
要
な
基
礎
情
報
を
収
集
し
た
。
そ
の
後
、

試
験
結
果
の
分
析
結
果
お
よ
び
先
行
し
て

策
定
し
た
活
動
計
画
に
基
づ
き
森
の
目
標
、

整
備
計
画
を
構
築
し
た
。

２
‒
３
．有
効
性
の
評
価

　

研
究
の
有
効
性
は
2
段
階
で
実
施
し
た
。

ま
ず
活
動
の
計
画
構
築
で
分
析
・
計
画

フ
ェ
ー
ズ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
画
し

た
主
催
団
体
に
、
従
来
の
計
画
構
築
方
法

と
比
較
し
て
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
ア
ン
ケ
ー

ト
と
直
接
の
意
見
聴
取
で
評
価
を
い
た
だ

い
た
。
一
方
、
作
成
し
た
計
画
の
実
効
性

に
つ
い
て
は
、
企
業
の
森
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

I
氏
に
計
画
を
見
せ
た
上
で
意
見
を
い
た

だ
い
た
。

３
．
結
果
と
考
察

３
‒
１
．活
動
の
目
標
と
計
画
構
築

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
調
査
フ
ェ
ー
ズ
で

行
な
っ
た
結
果
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
内
の
治
山

工
事
に
よ
り
活
動
の
阻
害
リ
ス
ク
を
抱
え

て
い
る
」、「
社
員
に
限
ら
ず
地
域
の
学
生
を

参
加
対
象
に
し
た
社
会
性
の
高
い
活
動
を

実
施
し
て
い
る
」な
ど
、
活
動
や
受
益
者
の

背
景
を
整
理
で
き
た
。

分
析
フ
ェ
ー
ズ
で
実
施
し
た
環
境
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
試
行
に
よ
る
受
益
者
の
理
解

で
は
、「
受
益
者
は
環
境
教
育
に
関
す
る
関

心
や
意
識
は
高
い
も
の
の
、
森
に
つ
い
て

よ
り
詳
し
い
知
識
を
知
り
得
て
い
な
い
」こ

と
や「
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
身
近

な
も
の
や
現
地
の
素
材
を
あ
ま
り
活
用
で

き
て
い
な
か
っ
た
」な
ど
主
催
者
に
と
っ
て

新
た
な
気
づ
き
が
あ
っ
た
。

計
画
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

は
、
さ
ら
に「
土
壌
回
復
ゾ
ー
ン
」と「
生
物

多
様
性
ゾ
ー
ン
」と「
里
山
利
用
」の
3
つ
の

ゾ
ー
ン
に
分
け
た（
図
3
）。
次
に
ゾ
ー
ン

ご
と
に
目
標
植
生
と
こ
れ
ま
で
同
様
の
整

備
を
継
続
し
た
場
合
の
予
想
植
生
図
と
管

理
計
画（
図
4
）を
作
成
し
た
。
こ
れ
ま
で

は
植
栽
密
度
を
低
く
し
て
公
園
に
近
い
管

理
を
し
て
い
た
も
の
を
、
シ
カ
害
対
策
の
強

化
や
土
壌
や
環
境
に
合
わ
せ
た
植
栽
な
ど
、

活
動
計
画
に
応
じ
た
森
の
整
備
計
画
を
策

定
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
曖
昧
だ
っ

た
活
動
計
画
と
森
の
整
備
計
画
が
つ
な
が

り
、
一
貫
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

３
‒
３
．評
価
結
果

　

主
催
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
聴
取

の
結
果
で
は
、「
自
分
た
ち
の
活
動
の
方
向

性
が
見
通
せ
た
」、「
互
い
の
役
割
を
尊
重
し

活
動
団
体
同
士
の
つ
な
が
り
が
強
化
さ
れ

た
」な
ど
、
計
画
策
定
や
活
動
団
体
の
意
識

な
ど
の
改
善
効
果
が
見
ら
れ
た
。

　

成
果
物
の
計
画
に
つ
い
て
の
企
業
の
森

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
評
価
で
は
、「
こ
れ
ま
で

１
人
の
主
催
者
の
頭
の
中
に
暗
黙
化
さ
れ

て
い
た
計
画
が
整
理
・
可
視
化
さ
れ
、
主
催

者
全
員
で
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」、

「
経
営
者
に
活
動
の
価
値
を
明
確
に
説
明
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」な
ど
従
来
の
計
画
以

上
の
実
効
性
を
確
認
で
き
た
。
他
に
も「
活

動
頻
度
や
参
加
者
意
欲
が
低
い
企
業
の
森

活
動
の
計
画
構
築
に
取
り
組
ん
で
こ
そ
、
こ

の
手
法
の
真
意
が
証
明
で
き
る
の
で
は
?
」

と
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て

は
、
企
業
の
森
活
動
な
ど
の
個
々
の
活
動
計

画
構
築
よ
り
前
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
害
関
係

者
を
考
慮
し
た
C
S
R
戦
略
へ
検
討
し
直

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

４
．
ま
と
め

　

社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
企
業
の
森
活
動
の
計
画
構
築
で
実
践
し
、

活
動
の
未
来
を
見
通
し
た
共
通
の
地
図
を

描
く
方
法
と
し
て
有
効
性
を
示
す
こ
と
が

で
き
た
。
今
後
は
構
築
し
た
計
画
に
従
い

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

活
動
の
効
果
が
定
量
・
定
性
的
に
理
解
さ

れ
、
効
果
的
な
取
り
組
み
が
継
続
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
C
S
R
に
よ
り
効
果
的

に
使
う
こ
と
は
、
環
境
や
社
会
的
へ
の
マ
イ

ナ
ス
の
影
響
を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
積
極

的
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
増
や
す
経
営
へ
向

か
う
可
能
性
が
見
出
せ
る
と
考
え
る
。
こ
の

よ
う
な
動
き
が
企
業
に
広
ま
り
、
地
球
の
持

続
的
発
展
の
達
成
に
向
け
大
き
く
前
進
す

る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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図3 ゾーニング

図4 予想植生図と管理計画
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国
有
林
の
現
場
か
ら

51

赤
沼
田
の
天
保
林

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

9

【事業目的】

野生動物総合対策普及推進事業

野生動物に関するご相談、お問い合わせがありましたら、
岐阜大学応用生物科学部附属野生動物管理学研究センター寄附研究部門（TEL058-293-3416）

までお願いします。
　野生動物管理学研究センターホームページ　https://www1.gifu-u.ac.jp/̃rcwm/

　　　金華山イノシシ被害対策協議会への助言県民向け連続講座「野生動物を知る」の開催

　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

【事業内容】

中山間地域を中心に、クマやイノシシなどの野生動物による農林業への被害や日常生活への影響、自
然生態系に与える影響が大きくなりつつあるなか、平成24年に岐阜県と岐阜大学が連携し、岐阜大学応
用生物科学部附属野生動物管理学研究センターに寄附研究部門を設立しました。ここでは鳥獣被害対策
について科学的に研究し、当該研究成果を県、市町村の鳥獣保護管理行政に役立て、住民へ広めていく
とともに、鳥獣被害対策に取り組む人材の育成を図っています。

　大きく分けて５つの取り組みを行っています。

❶ 鳥獣害に関する科学的な調査データの分析
❷ 施策の企画立案支援
❸ 鳥獣害対策の人材育成
❹ 現場の技術指導
❺ 県民への情報発信
　なお、鳥獣害対策の人材育成や野生動物に関する普及活動については、講習会等を行い、令和元年度
における参加者は延べ1,102人となりました。
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国
有
林
の
現
場
か
ら

51

赤
沼
田
の
天
保
林

木
曽
ヒ
ノ
キ
に
近
い
も
の
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

施
業
条
件
や
地
位
が
異
な
る
こ
と
か
ら
一

概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
伐
期
齢

1
5
0
年
と
す
る
人
工
林
長
伐
期
施
業
に
あ

た
り
参
考
と
な
る
貴
重
な
林
分
と
し
て
、
更

な
る
デ
ー
タ
蓄
積
が
望
ま
れ
ま
す
。

●
天
保
林
へ
の
ご
案
内

赤
沼
田
の
天
保
林
は
誰
で
も
自
由
に
入
る

こ
と
が
で
き
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
ご
ざ
い
ま

す
。森

林
内
に
は
１
㎞
ほ
ど
の
遊
歩
道
が
あ
り
、

視
察
に
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

国
道
41
号
か
ら
濁
河
温
泉
方
面
に
向
か
っ
て

約
3
㎞
を
右
に
曲
が
り
、
橋
を
渡
っ
て
林
道

を
約
2
㎞
走
っ
て
行
く
と
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
前
に
は
署
の

職
員
が
製
作
し
た
木
製
の
案
内
看
板
が
立
っ

て
い
ま
す
。

（
岐
阜
森
林
管
理
署
）

た
の
は
一
割
に
満
た
な
か
っ
た
そ
う
で
、
当

時
の
人
た
ち
の
苦
労
が
う
か
が
え
ま
す
。

そ
の
後
、
明
治
初
頭
に
か
け
て
断
続
的
に

補
植
が
行
わ
れ
、
大
正
時
代
ま
で
は
枝
打
ち

や
間
伐
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は

手
を
加
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
赤
沼
田
の
天

保
林
は
当
時
の
記
録
と
そ
の
現
在
と
を
確
認

で
き
る
唯
一
の
造
林
地
で
す
。

●
天
保
林
の
現
在

天
保
林
は
1
9
6
2
年
か
ら
保
護
林
と
し

て
自
然
の
推
移
に
ま
か
せ
た
管
理
が
行
わ
れ
、

1
9
7
2
年
か
ら
は
10
年
ご
と
に
林
分
調
査

を
実
施
し
推
移
を
観
察
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年（
2
0
1
4
年
）に
行
わ
れ
た
調

査
で
は
、
立
ち
枯
れ
し
て
歩
道
や
林
道
に
対

し
て
危
険
木
と
な
っ
た
ヒ
ノ
キ
を
伐
倒
し
、

こ
れ
を
樹
幹
解
析（
成
長
過
程
調
査
）し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
を
人
工
複
層
林
飛
騨
川
計
画

区
収
穫
予
想
表
と
、
以
前
調
査
し
た
樹
齢

2
5
7
年
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
と
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
70
年
生
以
降
で
は
収
穫
予
想
表
を
大
き

く
上
回
る
樹
高
成
長
を
示
し
、
肥
大
成
長
は

・
面
積　

2
・
9

7
㏊

・
成
立
本
数　

8
7
0
本

・
樹
種
別
面
積
割
合　

ヒ
ノ
キ
69
％
、
サ
ワ

ラ
13
％
、ス
ギ
2
％
、そ
の
他
針
葉
樹
8
％
、

広
葉
樹
8
％

　
（
2
0
1
4
調
査
時
点
）

●
天
保
林
の
由
来

江
戸
時
代
の
飛
騨
は
豊
富
な
森
林
資
源
を

江
戸
に
供
給
す
る
拠
点
と
し
て
、
元
禄
5
年

（
1
6
9
2
）か
ら
幕
府
直
轄
の
天
領
と
し
て

統
治
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
過
剰
な
伐

採
に
よ
り
天
領
と
な
っ
て
か
ら
わ
ず
か
の
う

ち
に
資
源
の
枯
渇
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
亨
保
６
年（
1
7
2
1
）よ
り
、
た
び

た
び
植
林
令
を
発
し
て
、
育
て
る
林
業
へ
と

政
策
転
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

天
保
12
年（
1
8
4
1
）の
新
植
樹
令
で
は

小
坂
ほ
か
46
村
に
１
年
あ
た
り
一
戸
50
本
の

公
役
造
林
が
課
さ
れ
、
赤
沼
田
村
で
は
天
保

13
年
春
に
3
，6
2
5
本
の
植
栽
が
行
わ
れ
、

秋
に
は
1
，0
3
2
本
の
根
付
き（
28
・
5
％
）

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
保
14
年
に
か
け

て
合
わ
せ
て
7
，0
0
0
本
余
り
が
植
栽
さ
れ

ま
し
た
が
、
天
保
15
年
春
の
時
点
で
根
付
い

　

赤
沼
田（
あ
か
ん
た
）の
天
保
林（
て
ん
ぽ
り

ん
）は
岐
阜
県
下
呂
市
小
坂
町
に
あ
る
、
岐
阜

森
林
管
理
署
管
内
の
人
工
林
で
は
、
記
録
と

し
て
確
認
で
き
る
最
も
古
い
時
代
の
も
の
で

す
。

●
天
保
林
の
概
要

　

江
戸
時
代
末
期
の
天
保
14
年（
1
8
4
3
）

頃
に
ヒ
ノ
キ
を
主
と
し
て
植
栽
さ
れ
た
林
齢

1
7
0
年
を
超
え
る
人
工
林
で
、
歴
史
的
に

も
学
術
的
に
も
価
値
も
高
く
、
ヒ
ノ
キ
希
少

個
体
群
保
護
林
に
指
定
し
て
保
護
さ
れ
て
い

ま
す
。

・
所
在
地　

下
呂
市
小
坂
町
赤
沼
田　

赤
沼

田
国
有
林
2
3
2
い
、
ろ
林
小
班

▲赤沼田天保林

▲カツラの大木

▲樹高 36ｍ、大ヒノキ
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

　昨年（2020年）6月、家族で伊勢路の熊野古道を歩いた。馬
越峠から天狗倉山を登って帰るコースだ。石畳の道。写真で見
るより迫力があり、歴史を感じた。3人の孫たちは大喜び。雨上
がりで濡れている石畳を転びそうになりながら、競って上って
行った。その光景、今でも目に浮かぶ。楽しい一日であった。
これで熊野古道が気に入り、2か月後に別のコースへ出かけた。
しかし、普通の山道。しかも歩いているのはわが家族7人だけ。
熊野古道を歩いたという気分にはなれなかった。そこで再度挑
戦。今度は人気のある大門坂から熊野那智大社、そして那智の
滝へ行くコースだ。しかし、車での日帰りは無理。鳥羽水族館
へ寄り、紀伊勝浦温泉で泊まることにした。孫たちはまたまた大
喜び。同時に私も嬉しかった。と言うのは私自身、那智の滝へ
は50年ほど前に職場の旅行で行ったことがあり、その記憶がわ
ずかに残っているからである。その滝を再び見ることが出来る。
どんな滝だったのか。胸がわくわくしてきた。

×　　×　　×　　×
　水族館は子供連れ家族が多かった。まず見たのがセイウチの
ショー。30分前なのに、ほぼ満席。ショーが始まると超満員。
コロナ対策の3密を避けるにはほど遠い状況であった。その後、
展示会場を見て回った。その中に水生生物の展示館がありゲン
ゴロウ、タガメ、ミズカマキリが水中を泳いでいた。しかし、孫
たちは素通り。見向きもしないのだ。他の子供たちも同じだ。
これが今の子供かと寂しくなった。逆に熱心に見たのは、ジュゴ
ン、アシカ、ハマチ、タイなどの大型生物。足を止めて見ていた。
あっという間に時間が過ぎた。宿泊地へ向かった。途中、宿か
ら電話が入った。刺身は量が多いので、子供3人で2つにしたら
どうでしょうかという親切な電話だった。しかし、孫たちは「い
やだ。絶対食べる」と拒否。このことを娘は電話で答えていた。
相手は笑っていたという。夕食の時間が来た。テーブルに並べ
られた料理をみて驚いた。たしかに刺身の量が多いのである。
残すのはもったいないと、皆は競うように食べた。料理の中に
クジラの肉や内臓、それにシャチの刺身があった。珍しいので、
孫たちは大喜び。「すごくおいしい」、「これが今日見たシャチ」
などと話しながら食べていた。私は娘婿と日本酒を飲み始めた。
料理が美味しかったので、酒量が増えていった。しかし、料理
の量が多い。大人でも食べきれなかった。孫たちも同じで腹を
撫でて、「腹一杯だ」と言っていた。今まで旅館で食事をしたこ
とは何回もある。しかし、こんなに美味しくて量の多い料理は
なかったように思う。この料理で飲む酒はおいしい。ますます酒
量が増えていった。

×　　×　　×　　×
　那智の滝へは熊野古道大門坂コースで行った。すぐに石畳の
階段だった。杉の大木の中に作られた急な山道は、まさに歴史
を感じる古道であった。孫たちは相変わらず元気で、駆け足で
上って行った。私と女房は孫たちから３０分ほど遅れて那智大社
に着いた。赤塗りの近代的な社殿がいくつもあった。これが古
道の終着点。古ぼけた社殿のほうが歴史を感じるのではないか。
そんな気がした。この境内には急な階段があちこちにあり、孫
たちは競って上り下りしていた。負けるのはいつも末っ子のN
ちゃん。負けん気の強い小学１年生だ。悔しかったのだろう。「お
じいちゃん、山登りに来たのに、階段ばかりじゃない」と不服顔。
思わず笑えてきた。那智の滝は、迫力があり雄大だった。この
滝をバックにキチョウが２匹舞っていた。鮮やかな黄色。これが
印象的だった。この古道の下りは滑るので上る時より危険だ。
杖を使って慎重に下りた。途中ですごい女性を見た。スカート
にハイヒールを履いて、日よけ傘をさし上ってきたのだ。顔は
厚化粧。歳は若く見えたが40代前半か。後ろでは革靴の男が手
で押しているのだ。なんだ、その姿。無性に腹が立ってきた。
思わず滑って転んで痛い目に合いますように、神頼み？をした。
しかし、残念ながら、悲痛な声は聞こえてこなかった。

×　　×　　×　　×
　無事帰宅。楽しい二日間だった。しかし、私も女房も後期高
齢者。歩くのが遅いので、娘たちには迷惑をかけたと思う。娘
に言った。「古道にはたくさんの人が歩いていたが、一番年をとっ
ていたのは自分で、次は女房だろうな」。すると娘、「その年で
行けたのが幸せ。しかも夫婦で。行けない人が多いのだから」。
その言葉が胸に響いた。うれしかった。今回の旅行はコロナ対
策のGoToトラベルを利用したので、安く行くことができた。し
かし、コロナで苦しんでいる人がいるかと思うと複雑な気持ち
になった。アルバムを取り出し、50年前の那智の滝を見た。ほ
とんど今と変わっていなかった。しかし、私の周りは大きく変わっ
ていた。9人も故人となっていたのである。その人たちの顔が
脳裏に浮かび、５０年の長
さを痛感した。その時、
ふと思った。「滝で目にし
たキチョウは私に会いにき
たのではないか」。そして
「誰だろう」とまたその人
たちの顔が目に浮かんで
きた。

－私に会いに来た、キチョウ－ 【第354回】

内装木質化

岐阜県立恵那高等学校　図書室
　　　　　　　　　　恵那市大井町１０２３－１

木の香る
ぎふの施設

94

施設の経緯
　本校の図書室は、昭和６３年に増築された特別教室棟にあり
ます。３０年以上にわたり生徒たちに利用されてきましたが、建
物の老朽化により少々暗い雰囲気の場所となっていました。
　今回、床と壁、カウンターの木質化と併せ、木製の本棚、テー
ブルを新たに導入したことにより、温かみのある心地よい空間
に生まれ変わりました。

ここに注目！！
　木製のテーブルは新聞を広げて読めるほどの大きさで、ゆっ
たりと読書や勉強ができます。
　また、床材は硬くて傷がつきにくい『クリ』を使用しています。

利用者の様子
　生徒たちは、まず木の香りに驚き、木のぬくもりに触れ、とても
癒されています。

施設概要

事業主体 岐阜県

事業年度 令和元年度

構造
延床面積

鉄筋コンクリート造
133.569㎡（図書室のみ）

施設用途 図書室

木材使用量
使用樹種

6.442㎥
クリ、スギ（県産材100％）

ＮＰＯ法人いわむらでんでんけん

１４，０９１千円（県有施設木質化等推進事業）全体事業費

設 計 者

（株）阿佐木建設

令和元年12月16日～令和２年3月26日工　　期

施工業者

■問い合わせ先
　岐阜県立恵那高等学校
　ＴＥＬ 0573-26-1311
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内装木質化

岐阜県立恵那高等学校　図書室
　　　　　　　　　　恵那市大井町１０２３－１

木の香る
ぎふの施設

94

施設の経緯
　本校の図書室は、昭和６３年に増築された特別教室棟にあり
ます。３０年以上にわたり生徒たちに利用されてきましたが、建
物の老朽化により少々暗い雰囲気の場所となっていました。
　今回、床と壁、カウンターの木質化と併せ、木製の本棚、テー
ブルを新たに導入したことにより、温かみのある心地よい空間
に生まれ変わりました。

ここに注目！！
　木製のテーブルは新聞を広げて読めるほどの大きさで、ゆっ
たりと読書や勉強ができます。
　また、床材は硬くて傷がつきにくい『クリ』を使用しています。

利用者の様子
　生徒たちは、まず木の香りに驚き、木のぬくもりに触れ、とても
癒されています。

施設概要

事業主体 岐阜県

事業年度 令和元年度

構造
延床面積

鉄筋コンクリート造
133.569㎡（図書室のみ）

施設用途 図書室

木材使用量
使用樹種

6.442㎥
クリ、スギ（県産材100％）

ＮＰＯ法人いわむらでんでんけん

１４，０９１千円（県有施設木質化等推進事業）全体事業費

設 計 者

（株）阿佐木建設

令和元年12月16日～令和２年3月26日工　　期

施工業者

■問い合わせ先
　岐阜県立恵那高等学校
　ＴＥＬ 0573-26-1311
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活かす知恵

と を森林 人

96

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　教
授
●
小
原

　勝
彦

「
韓
国
へ
の
岐
阜
県
産
材
の
展
開

〜
木
造
軸
組
構
法
の
構
造
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
そ
の
２
）〜
」

林野庁長官賞受賞！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YOU TUBE

開　所　時　間

定 　 休 　 日

　これまで、このコーナーでは、令和２年７月２２日に岐阜県
立森林文化アカデミーにオープンした森林総合教育センター
（愛称morinos）で実施しているプログラムについてご紹介し
てきましたが、今回は、木材利用推進中央協議会が公募した
「令和２年度木材利用優良施設コンクール」において、
morinosが「林野庁長官賞」を受賞しましたのでご紹介しま
す。

▲morinos外観 ▲賞状　施主、設計者、施工者が
連名で受賞　当コンクールは、過去５年以内に建設された全国の木材利

用施設が対象で、今年度は７６施設の応募がありました。選定
方針は「木材利用分野の拡大や地域材の有効活用等の観点から、優れたデザイン性や、木材の特性を活かした魅力ある施設を選定」す
るというもの。内閣総理大臣賞、農林水産大臣賞、国土交通大臣賞、環境大臣賞、林野庁長官賞、木材利用推進中央協議会会長賞など
の各賞があります。
（受賞施設の詳細等は木材利用推進中央協議会HPでご覧ください。http://www.jcatu.jp/commendation/12_list_detail.html）

　多くの木材を利用した大規模木造施設や、地域全体の木材利用の仕組みづくりに取り組んだ、などの表彰理由が多い中、建物のデザ
イン性とともに、学生が構想の段階から計画し、意匠設計・構造計算も行ったこと、morinosの象徴ともいえる丸太柱の伐採・運搬を森

林文化アカデミーの演習林内で学生が行うなど、独自の取組みが評
価され、延べ床面積１２９m2という小規模な施設であるmorinosが
選定されたことは大変うれしく、ありがたいことです。

　morinosは、「すべての人と森をつなぎ、森と暮らす楽しさと森林
文化の豊かさを次世代に伝えていく」をコンセプトに、多くの方々が
関わり、森林とのつながりを体験できるよう活動をしていますが、建
物自体にも、森林文化アカデミーの学生・教員のほか、建築家の隈
研吾氏や高山市の左官技能士の挾土秀平氏など、多くの方々が関
わってつくられたストーリーがあります。
　ぜひ一度遊びに来て、建物にまつわる森林文化や森と人とのつな
がり、細部にわたるこだわりなど、スタッフに尋ねてみてください。
きっとたくさんの面白い話が聞けると思いますよ。
　morinosHPでそのストーリーの一部を公開していますので是非
ご覧ください。

（森林文化アカデミー森林総合教育センター　技術主査 鈴木知之）

▲学生によるデザインワークショップ（隈研吾氏指導）

▲morinos内装

▲挾土秀平氏による左官壁制作

▲学生・教職員らによる丸太柱の
　伐採 三紐伐り（みつひもぎり）

令和２年度木材利用優良施設コンクール

●morinos がうまれるまで　
https://morinos.net/what-is-morinos/to-built-up/

●morinos 秘話　
https://morinos.net/what-is-morinos/about-facility/

モ　リ　ノ　ス

「
耐
震
設
計
が
わ
か
り
や
す
い
」と
、
ど
う
や
ら

好
評
な
よ
う
で
す
。

　

こ
の
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、
岐
阜
県
産
材
も

徐
々
に
利
用
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
半
年
の

私
の
巣
ご
も
り「
韓
国
法
令
翻
訳
作
業
」も
業
界

の
役
に
立
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

日
本
国
内
で
も
日
本
の
林
業
・
木
材
・
木
造

建
築
関
連
の
方
々
向
け
に
技
術
研
修
実
施
の
御

要
望
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

の
影
響
が
収
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
研
修
会
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

両
国
の
橋
渡
し
と
な
る
よ
う
な
人
材
育
成
を

ア
カ
デ
ミ
ー
が
担
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

　

2
0
1
7
年
よ
り
韓
国
へ
向
け
た
木
造
建
築

構
造
の
技
術
支
援
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
韓
国
へ
渡
航
で
き
な
い
状
況
が
続
き
ま
し

た
の
で
、
日
本
国
内
で
で
き
る
技
術
支
援
の
た

め
の
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
韓
国
の
木
造
建
築
関
係
の
関
連
法

令
に
つ
い
て
和
訳
を
試
み
ま
し
た
。
今
年
の
３

月
頃
か
ら
８
月
ま
で
の
期
間
で
、
効
率
の
良
い

機
械
翻
訳
の
手
法
に
つ
い
て
模
索
し
、
そ
し
て

試
行
錯
誤
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
下
記
の
関
連

法
令
に
つ
い
て
、
2
7
0
0
ペ
ー
ジ
超
を
和
訳

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

韓
国
の
耐
震
設
計
の
考
え
方

　

韓
国
で
は
木
造
軸
組
構
法
の
建
物
に
つ
い
て

構
造
計
算
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
構
造

計
算
の
結
果
を「
構
造
安
全
性
と
耐
震
設
計
書

に
記
入
し
、
建
築
確
認
時
に
提
出
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
韓
国
の
関
連
法
令
を
読
み
解
き
な

が
ら
、
韓
国
の
耐
震
設
計
の
考
え
方
に
つ
い

て
ま
と
め
て
み
ま
し
た（
図
１
）。
木
造
２
階
建

て
程
度
の
住
宅【
重
要
度
Ⅱ
】の
場
合
、
中
地
震

で
層
間
変
形
角1

/2
2
5
rad

で
設
計
し
て
い
ま

す
。

　

最
近
、
韓
国
で
地
盤
の
評
価
方
法
な
ど
に
関

す
る
法
改
正
が
あ
っ
た
た
め
、
以
前
作
成
し
た

「
構
造
安
全
及
び
耐
震
設
計
確
認
書
ツ
ー
ル
」の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ユ
ー
サ
ー
ズ　

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
、

写真１　韓国の木造建築関係の関連法令について和訳

韓
国
の
実
務
者
向
け
に
韓
国
語
版
と
、
韓
国
へ

の
輸
出
な
ど
林
業
・
木
材
・
木
造
建
築
関
連
の

方
々
向
け
に
日
本
語
版
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ツ
ー
ル
＆
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
使
っ
て
、
韓

国
の
実
務
者
に
オ
ン
ラ
イ
ン
技
術
研
修
を
し
ま

し
た
。
韓
国
の
木
造
建
築
業
界
関
連
の
皆
さ
ん

も
構
造
に
関
し
て
は
非
常
に
苦
手
の
よ
う
で
、

写真２　オンライン技術セミナー

図１　韓国の耐震設計係数
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林野庁長官賞受賞！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YOU TUBE

開　所　時　間

定 　 休 　 日

　これまで、このコーナーでは、令和２年７月２２日に岐阜県
立森林文化アカデミーにオープンした森林総合教育センター
（愛称morinos）で実施しているプログラムについてご紹介し
てきましたが、今回は、木材利用推進中央協議会が公募した
「令和２年度木材利用優良施設コンクール」において、
morinosが「林野庁長官賞」を受賞しましたのでご紹介しま
す。

▲morinos外観 ▲賞状　施主、設計者、施工者が
連名で受賞　当コンクールは、過去５年以内に建設された全国の木材利

用施設が対象で、今年度は７６施設の応募がありました。選定
方針は「木材利用分野の拡大や地域材の有効活用等の観点から、優れたデザイン性や、木材の特性を活かした魅力ある施設を選定」す
るというもの。内閣総理大臣賞、農林水産大臣賞、国土交通大臣賞、環境大臣賞、林野庁長官賞、木材利用推進中央協議会会長賞など
の各賞があります。
（受賞施設の詳細等は木材利用推進中央協議会HPでご覧ください。http://www.jcatu.jp/commendation/12_list_detail.html）

　多くの木材を利用した大規模木造施設や、地域全体の木材利用の仕組みづくりに取り組んだ、などの表彰理由が多い中、建物のデザ
イン性とともに、学生が構想の段階から計画し、意匠設計・構造計算も行ったこと、morinosの象徴ともいえる丸太柱の伐採・運搬を森

林文化アカデミーの演習林内で学生が行うなど、独自の取組みが評
価され、延べ床面積１２９m2という小規模な施設であるmorinosが
選定されたことは大変うれしく、ありがたいことです。

　morinosは、「すべての人と森をつなぎ、森と暮らす楽しさと森林
文化の豊かさを次世代に伝えていく」をコンセプトに、多くの方々が
関わり、森林とのつながりを体験できるよう活動をしていますが、建
物自体にも、森林文化アカデミーの学生・教員のほか、建築家の隈
研吾氏や高山市の左官技能士の挾土秀平氏など、多くの方々が関
わってつくられたストーリーがあります。
　ぜひ一度遊びに来て、建物にまつわる森林文化や森と人とのつな
がり、細部にわたるこだわりなど、スタッフに尋ねてみてください。
きっとたくさんの面白い話が聞けると思いますよ。
　morinosHPでそのストーリーの一部を公開していますので是非
ご覧ください。

（森林文化アカデミー森林総合教育センター　技術主査 鈴木知之）

▲学生によるデザインワークショップ（隈研吾氏指導）

▲morinos内装

▲挾土秀平氏による左官壁制作

▲学生・教職員らによる丸太柱の
　伐採 三紐伐り（みつひもぎり）

令和２年度木材利用優良施設コンクール

●morinos がうまれるまで　
https://morinos.net/what-is-morinos/to-built-up/

●morinos 秘話　
https://morinos.net/what-is-morinos/about-facility/

モ　リ　ノ　ス

MORINOTAYORI1313 MORINOTAYORI



Ｑ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
は
？

　
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
で
も
、
例
え
ば
カ
レ
ー
を
皆

で
作
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
は
で
き
な
い
の
で
、
一
人

ず
つ
で
き
る
火
お
こ
し
や
個
別
に
袋
を
使
っ
て
カ
レ
ー

を
作
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
創
意
工
夫
が
ア
ウ
ト
ド
ア

の
基
本
な
の
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
対

応
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

考
え
て
や
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
４
月
５
月
は

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

催
自
体
が
延
期
に
な
り

大
変
で
し
た
。
そ
の
分
、

今
秋
は
例
年
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
加
え
て
延
期
に

な
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

集
中
し
て
大
変
忙
し
く

な
っ
て
ま
す
。

Ｑ 

こ
れ
か
ら
の
活
動
は
？

１
つ
目
は
、
恵
那
の
自
然
の
魅
力
を
も
っ
と
広
く
知
っ

て
も
ら
え
る
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

恵
那
は
ヒ
ノ
キ
が
多
い
地
域
で
す
。
そ
の
ヒ
ノ
キ
は

先
人
た
ち
が
大
切
に
植
え
て
育
て
た
木
で
す
。
60
年
生

く
ら
い
に
な
ら
な
い
と
用
材
と
し
て
の
価
値
が
低
い
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
60
年
生
以
下
の
森
も
い
ろ
い

ろ
な
魅
力
と
価
値
が
あ
り
ま
す
。
先
人
た
ち
の
思
い
や

様
々
な
価
値
を
皆
に
知
っ
て
も
ら
い
、
多
く
の
人
に
来

て
い
た
だ
き
、
地
域
を
元
気
に
し
た
い
で
す
。

２
つ
目
に
、
私
も
50
歳
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
自
分
と
同
じ
思
い
を
持
つ
後
継
者
を
育
て
、
仲

間
を
広
げ
て
、
自
然
の
魅
力
を
発
信
し
続
け
て
い
き
た

い
で
す
。

３
つ
目
を
強
い
て
言
え
ば
、
世
界
を
旅
し
て
、
様
々

な
森
と
人
と
の
関
わ
り
を
体
験
し
た
い
で
す
。

私
は
20
代
に
、
都
会
生
活
を
し
な
が
ら
国
内
、
海
外

を
問
わ
ず
各
地
を
旅
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後

に
自
然
体
験
活
動
指
導
者
と
し
て
今
に
至
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
様
々
な
経
験
を
重
ね
て
今
、
も
う
一
度
世
界

を
見
て
、
そ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
場
所
（
根
の

上
高
原
）
で
多
く
の
人
に
楽
し
く
紹
介
し
た
い
で
す
。

Ｑ 

最
後
に一
言
？

数
名
の
個
人
か
ら
数
十
名
の
団
体
、
大
人
で
も
子
供

で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
自
然
体
験
を

ご
用
意
し
ま
す
。
ご
依
頼
い
た
だ
け
れ
ば
ど
こ
で
も
出

張
開
催
い
た
し
ま
す
。

（
連
絡
先
　
自
然
体
験
工
房
N
E
N
O
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
　
　
　https://neno-w

ay.jim
dofree.com

/

）

に
や
り
た
い
こ
と
だ
と
気
づ
き
、
一
生
の
仕
事
と
し
て

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
、
今
日
に
至
り
ま
す
。

Ｑ 

体
験
活
動
を
す
る
際
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

　
本
や
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
書
い
て
あ
る
こ
と
は
言
わ

な
い
こ
と
で
す
。
例
え
ば
「
ヒ
サ
カ
キ
の
花
は
都
市
ガ

ス
の
匂
い
が
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
本
が
あ
り
ま
す

が
、
僕
は
ザ
ー
サ
イ
の
匂
い
に
感
じ
ま
す
。
つ
ま
り
、

自
然
の
受
け
止
め
方
は
人
に
よ
っ
て
違
い
、
そ
こ
に
魅

力
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
木
に
対
し
て
も
「
木
こ
り
」
と
「
家

具
職
人
」
で
は
感
じ
方
に
違
い
が
あ
り
、
人
そ
れ
ぞ
れ

の
ス
ト
ー
リ
ー
が
生
ま
れ
る
か
ら
面
白
い
。
地
元
の
人

が
地
元
の
自
然
を
語
る
良
さ
は
そ
ん
な
所
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
語
る
と
き
に
押
し
つ
け
が
ま
し
く
な
ら
な
い

よ
う
気
を
付
け
て
い
ま
す
。「
自
然
は
楽
し
い
で
し
ょ
、

大
切
な
ん
だ
」
と
言
葉
で
言
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を

自
ら
、
五
感
で
感
じ
と
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
心
が

け
て
い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
自
然
が
先
生
で
あ
り
、

自
分
は
学
校
の
校
務
員
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
先
生
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
立
場
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 
ど
ん
な
人
た
ち
と
活
動
し
て
ま
す
か
？

　
栗
く
り
工
房
の
栗
谷
本
征
二
さ
ん
を
は
じ
め
自
然
案

内
人
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
や
、
様
々
な
団
体
と
協
力
し

て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
は
じ
め
は
「
体
験
す
る
側
」
と
し
て
私
と
の
お
付
き

合
い
が
始
ま
っ
た
「
リ
コ
ー
え
な
の
森
中
山
道
里
山
協

議
会
」「
N
P
O
水
と
み
ど
り
を
愛
す
る
会
」
の
会
員
の

方
た
ち
は
、
今
で
は
私
と
一
緒
に
お
客
さ
ん
を
案
内
す

る
側
へ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
、
体
験
活
動
の
実
施
に
協

力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

恵
那
山
を
有
し
風
光
明
媚
で
自
然
豊
か
な
恵
那
地
域

に
は
、
自
然
体
験
活
動
に
関
わ
る
人
が
多
く
お
ら
れ
ま
す

が
、
今
回
は
自
然
体
験
指
導
を
生
業
に
し
て
活
躍
し
て
い

る
赤
尾
友
和
さ
ん
に
、お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ 

普
段
は
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
中
津
川
市
と
恵
那
市
の
境

の
標
高
約
1
0
0
0
ｍ
に
位
置
し
て
い
る
根
の
上
高
原

で
す
。

自
然
と
人
が
も
っ
と
親
し
く
な
れ
る
よ
う
な
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、
イ
ベ
ン
ト
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

自
然
観
察
会
や
旬
の
自
然
の
見
ど
こ
ろ
を
め
ぐ
る
ツ

ア
ー
、
た
き
火
、
草
木
染
な
ど
季
節
に
応
じ
た
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
主
催
す
る
ほ
か
、
学
校
や
企
業
、
サ
ー
ク

ル
等
の
森
林
学
習
（
緑
と
水
の
こ
ど
も
会
議
）
の
講
師

や
企
業
の
C
S
R
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
も
依
頼
を

受
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

な
ぜ
自
然
体
験
活
動
指
導
者
を
生
業
に
し
よ
う

　  

と
思
っ
た
の
で
す
か
？

　
そ
も
そ
も
は
父
（
赤
尾
袈
夫
氏
）
の
影
響
で
す
。
父

が
豊
か
な
恵
那
の
自
然
に
魅
せ
ら
れ
て
、
今
か
ら
50
年

程
度
前
に
当
時
住
ん
で
い
た
大
阪
市
か
ら
恵
那
に
通
い

詰
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
御
縁
が
あ
っ
て
恵
那
市
営
ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル
の
経
営
を
任
さ
れ
て
、
お
客
さ
ん
に
自
然

体
験
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

施
設
が
閉
鎖
に
な
っ
て
、
残
念
に
思
っ
た
父
は
自
ら
今

も
続
く
ロ
ッ
ジ「
あ
か
ま
ん
ま
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

今
か
ら
22
年
前
の
こ
と
で
す
。

　
自
分
は
小
学
生
の
時
か
ら
父
の
活
動
を
手
伝
う
こ
と

で
、
自
然
の
魅
力
を
人
に
伝
え
る
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　
28
歳
の
時
に
、
ゴ
ミ
を
持
ち
込
み
自
然
を
荒
ら
し
て

し
ま
う
よ
う
な
ア
ウ
ト
ド
ア
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
疑

問
を
感
じ
ま
し
た
。
自
分
な
ら
「
人
が
来
る
こ
と
に
よ
っ

て
自
然
も
良
く
な
る
よ
う
な
自
然
体
験
」
を
皆
に
提
供

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
そ
れ
が
自
分
の
本
当

地 域の人

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
3
ー
2
6
ー
1
1
1
1（
内
線
3
0
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　恵
那
農
林
事
務
所
林
業
課
ま
で

赤尾友和さん

森林インストラクター

親子二代で自然体験指導者！

赤尾 友和さん

緑と水のこども会議

父(赤尾袈夫さん)と共に

マウスシールドをつけて指導

MORINOTAYORI MORINOTAYORI 14



　治山研究発表会は、治山事業の発展に資することを目的に、全国の治山事業関係者が集い、日頃から研究して
きた技術研究等の成果を発表する場です。
　例年は東京都内の会場において開催されていますが、第６０回治山研究発表会（主催：治山研究会、事務局：林
野庁治山課）は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、令和２年１１月５日～１６日にかけてWEB研究発
表会用の特設サイトにより、オンライン上で開催されました。
　今回の発表会では４部門、全３７項の発表があり、岐阜県からは下呂農林事務所鍋倉技師が「山地災害からの
復旧対策、事前防災等における取組」部門で、「門洞地区における災害復旧事業の課題と対応について」を発表し
ました。この部門では、治山ダムによる流木災害対策や、過去の災
害における被災状況調査、また、災害時におけるドローンや航空
レーザ測量データの活用など、幅広い分野の研究成果が発表されま
した。発表動画は特設サイトにおいて24時間何度でも視聴可能で
あったため、分からない部分は繰り返し視聴することで理解を深め
ることができ、従来とは異なるオンライン上での開催の長所を実感
しました。
　この発表会が治山事業関係者の励みとなり、これからも治山事業
の発展のため研鑽されることを期待します。

　治山研究会中部支部は、中部森林管理局と中部８県から構成され、毎年、技術（設計・積算）検討会を開催し

ています。技術（設計・積算）検討会では、「治山技術の発展・向上のための取組課題」と「設計・積算歩掛調

査等の課題」を中部森林管理局・各県が持ち寄り、情報交換や解決に向けた討議を行っています。

　本年度の検討会はもちまわり順により、岐阜県治山課が主催しました。なお、本年度は新型コロナウイルス感染拡大

の影響を考慮し、開催方法に関して関係機関にアンケート調査を実施のうえ、会議形式での開催を取りやめ、書面によ

る開催としました。

　書面検討会では、日頃の設計業務に関する疑問や各県の方針に関する課題が出され、それらの取組状況について、

情報交換を行いました。

　これにより、中部森林管理局・各県の取組状

況について情報を得るとともに、本県の取組状況

を客観的に見ることもできました。例年とは異なり、

実務担当者同士の対面での交流はありませんでし

たが、今後の業務遂行にとって有意義なものとな

りました。来年度は石川県において開催されます。

第６０回治山研究発表会に参加しました。

【治山課　後藤 謙宜】 ●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ1111 内線（3167）治山課まで

写真　特設サイトでの発表動画の視聴

間詰工（袖囲い）の施工方法に関する岐阜県からの事例紹介

【治山課　後藤 謙宜】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８-２７２-1111 内線（3167） 治山課まで

令和２年度
第５９回治山研究会中部支部技術（設計・積算）検討会を開催しました。
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　下
呂
農
林
事
務
所
ま
で

　
治
山
、
林
道
の
各
研
究
会
で
は
、
日
頃
の
業
務
で
直
面
す
る
課
題
に

つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
２
月
に
行
わ
れ
た
発

表
会
で
発
表
さ
れ
た
研
究
課
題
を
紹
介
し
ま
す
。

〜
門
洞
地
区
に
お
け
る
災
害
復
旧
事
業
の
課
題
と
対
応
に
つ
い
て
〜

下
呂
農
林
事
務
所

　
　鍋
倉

　賢
二

（
治
山
係
）に
て
土
の
う
設
置
等
に
よ
る
水
路

周
辺
の
安
全
確
保
を
行
い
、
農
林（
農
地
整
備

係
）に
よ
っ
て
水
路
の
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
た

結
果
、
農
業
の
繁
忙
期
で
あ
る
4
月
ま
で
に

復
旧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
し
て
、
治
山
施
設
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、

水
路
の
復
旧
工
事
の
終
わ
り
を
見
据
え
な
が

ら
治
山
工
事
を
発
注
す
る
こ
と
で
、
水
路
の

復
旧
工
事
が
終
わ
っ
た
直
後
に
治
山
施
設
の

復
旧
工
事
に
着
手
で
き
た
た
め
、
治
山
施
設

の
早
期
復
旧
・
地
域
の
安
全
確
保
に
貢
献
で

き
た
。

ま
と
め

　

門
洞
地
区
の
復
旧
に
際
し
て
、
複
数
の
事

業
者
が
関
わ
る
中
、
定
期
的
に
調
整
会
議
を

開
催
し
、
事
業
者
間
で
密
に
連
携
す
る
こ
と

で
、
対
策
範
囲
・
対
策
工
事
の
調
整
、
及
び

重
要
施
設
の
早
期
復
旧
が
実
現
で
き
た
。
特

に
、
農
林
・
土
木
・
市（
農
林
部
、
建
設
部
）

に
つ
い
て
は
、
同
じ
総
合
庁
舎
内
に
事
務
所

が
あ
る
た
め
、
迅
速
に
連
絡
調
整
が
で
き
た
。

　

一
方
、
今
回
の
災
害
で
は
、
農
林
で
は
緊

急
対
応
で
き
る
体
制
が
な
く
、
被
災
地
の
土

砂
撤
去
に
時
間
を
要
す
る
と
い
う
課
題
も
見

ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
令
和
元
年
度
に
建
設

業
協
会
と
災
害
応
援
協
定
を
締
結
し
、
緊
急

対
応
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
行
っ
た
。
今

年
度
の
７
月
豪
雨
の
際
に
も
下
呂
市
は
被
災

し
た
が
、
こ
の
協
定
を
市
内
４
箇
所
で
活
用

す
る
こ
と
で
、
迅
速
な
土
砂
撤
去
等
の
対
応

が
実
現
で
き
た
。
今
後
も
非
常
時
に
は
こ
の

協
定
を
活
か
し
、
よ
り
効
果
的
な
地
域
の
安

全
を
確
保
し
て
い
く
。

復
旧
対
策
の
展
開

　

門
洞
地
区
に
は
前
述
の
と
お
り
各
種
イ
ン

フ
ラ
等
が
集
ま
っ
て
お
り
、
復
旧
対
策
に
際

し
て
は
農
林
・
土
木
・
市
・
Ｊ
Ｒ
で
調
整
が

必
要
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
災
害
発
生
の
翌
日
に
各
事
業
者
が

現
地
へ
集
ま
り
、
土
砂
撤
去
の
範
囲
の
分
担

や
今
後
の
復
旧
方
針
の
基
本
事
項
を
確
認
し

た
。
そ
し
て
7
月
11
日
に
調
整
会
議
を
開
催

し
、
各
事
業
者
の
対
策
範
囲
・
対
策
工
事
の
内

容
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
8
月
1
日
に
2

回
目
の
調
整
会
議
を
開
催
し
、
そ
の
後
も
定

期
的
に
調
整
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
事

業
者
間
で
密
な
連
携
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
被
災
し
た
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
・
萩
原

中
央
用
水
・
治
山
施
設
は
、
地
域
の
重
要
な

施
設
で
あ
り
、
早
期
復
旧
が
求
め
ら
れ
た
。

災
害
発
生
の
翌
日
か
ら
土
木
・
市
・
Ｊ
Ｒ
に

よ
っ
て
、
線
路
周
辺
の
土
砂
撤
去
を
優
先
的

に
進
め
た
結
果
、
7
月
12
日
に
Ｊ
Ｒ
高
山
本

線
の
運
行
が
再
開
で
き
た
。

　

次
に
萩
原
中
央
用
水
に
つ
い
て
は
、
農
林

災
害
の
概
況

　

平
成
30
年
6
月
29
日
、
前
々
日
か
ら
降
り

続
い
て
い
た
雨
に
よ
り
、
幅
30
ｍ
長
さ
4
0
0

ｍ
に
わ
た
る
土
石
流
が
門
洞
地
区
で
発
生
し

た
。
こ
の
災
害
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
と

萩
原
中
央
用
水
は
寸
断
さ
れ
、
既
設
の
治
山

施
設
が
流
出
し
た
。
さ
ら
に
、
家
屋
４
戸
へ

土
砂
が
流
入
し
、
萩
原
町
上
呂
地
域
の
90
世

帯
に
対
し
て
避
難
指
示
が
出
さ
れ
た
。

は
じ
め
に

　

平
成
30
年
6
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
り
、

下
呂
市
萩
原
町
上
呂
の
門
洞
地
区
に
お
い
て

土
石
流
が
発
生
し
た
。
こ
の
災
害
に
対
し
て
、

下
呂
農
林
事
務
所（
以
下
、
農
林
と
表
記
）で

は
下
呂
土
木
事
務
所
・
下
呂
市
・
Ｊ
Ｒ
東
海（
以

下
、
土
木
・
市
・
Ｊ
Ｒ
と
表
記
）と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
復
旧
工
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
回
の
発
表
で
は
、
各
事
業
者
間
の
復
旧
方

針
の
調
整
や
実
際
の
取
り
組
み
、
直
面
し
た

課
題
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

門
洞
地
区
に
つ
い
て

　

門
洞
地
区
に
は
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
、
国
道
41

号
線
が
通
っ
て
お
り
、
地
域
の
重
要
な
交
通

基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
山
裾
に
は
萩

原
中
央
用
水
が
流
れ
て
お
り
、
地
域
の
重
要

な
用
水
と
し
て
受
益
面
積
51
㏊
、
受
益
者
数

2
5
9
戸
を
賄
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
門
洞
地

区
を
含
む
萩
原
町
上
呂
の
地
域
に
は
2
8
0

世
帯
8
9
1
人
の
住
民
が
住
ん
で
い
る
。

萩原町上呂の位置図

災害状況写真
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森
林
研
究
所
ま
で

森
林
作
業
道
の
適
切
な
維
持
管
理
の
た
め
に

　〜
森
林
作
業
道
災
害
リ
ス
ク
評
価
参
考
図
の
作
成
〜

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
路
肩
の
地
割
れ
や
排
水

施
設
の
機
能
不
全
な
ど
の
異
常
を
早
期
に
発

見
し
、
対
処
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
回
紹
介
し
た
参
考
図
は
、
県
内
全
域
分

を
作
成
し
、
各
農
林
事
務
所
へ
配
布
済
み
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
「
平
成
26
年
度
流
域
山
地
災
害
等
対
策
調
査

（
流
木
災
害
対
策
手
法
検
討
調
査
）
委
託
事

業
報
告
書
」（
林
野
庁
）

は
じ
め
に

岐
阜
県
で
は
、
森
林
作
業
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
森
林
作
業
道
の
作
設
を
積
極
的
に

進
め
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
か
ら
30
年
ま
で

の
10
年
間
だ
け
で
も
、
毎
年
1
7
0
㎞
以
上

の
路
線
が
作
設
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
県
内
で
は
、
路
網
整
備
の
充

実
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

近
年
は
大
雨
が
増
加
傾
向
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
既
設
道
が
重
大
な

損
壊
に
至
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
適
切
な
維

持
管
理
の
重
要
性
が
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。そ

こ
で
、
当
所
で
は
、「
森
林
作
業
道
災

害
リ
ス
ク
評
価
参
考
図
」
を
作
成
し
、
提
供

を
開
始
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。

損
壊
し
や
す
い
箇
所
の
抽
出

森
林
作
業
道
の
維
持
管
理
を
効
率
的
か
つ

適
切
に
行
う
た
め
に
は
、
損
壊
が
起
こ
り
や

す
い
箇
所
を
絞
り
込
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

当
所
が
こ
れ
ま
で
に
調
査
し
た
結
果
で
は
、

森
林
作
業
道
に
お
け
る
切
土
お
よ
び
盛
土
の

損
壊
は
、
道
を
作
設
し
た
林
地
の
斜
面
角
度

が
30
度
以
上
の
急
傾
斜
地
で
発
生
し
や
す
い

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。
こ
の

た
め
、
以
前
か
ら
当
所
で
整
備
を
進
め
て
き

た
既
設
道
の
線
形
デ
ー
タ
や
航
空
レ
ー
ザ
測

量
か
ら
得
ら
れ
た
地
形
デ
ー
タ
を
活
用
し

て
、
道
が
作
設
さ
れ
た
場
所
の
斜
面
角
度
を

Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
で
抽
出
し
、

損
壊
し
や
す
い
箇
所
を
可
視
化
し
ま
し
た
。

下
流
の
保
全
対
象
へ
の
影
響

森
林
作
業
道
が
損
壊
す
る
と
、
周
辺
の
林

地
ま
で
も
巻
き
込
み
、
こ
れ
ら
が
土
石
流
化

し
た
場
合
に
は
、
下
流
の
保
全
対
象
に
甚
大

な
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
全
国

各
地
の
土
石
流
発
生
箇
所
を
調
査
し
た
資
料
※

に
よ
る
と
、
流
木
を
含
ん
だ
土
砂
は
下
流
2

㎞
程
度
ま
で
到
達
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
万
が
一
、
道
が
崩
壊

し
た
場
合
に
は
、
下
流
2
㎞
程
度
ま
で
被
害

が
及
ぶ
可
能
性
も
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
被
害
を
与
え
た
場
合
に

特
に
人
命
に
影
響
が
及
び
や
す
い
人
家
等
の

建
物
を
保
全
対
象
と
し
て
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
よ
り

林
地
か
ら
建
物
ま
で
の
距
離
を
可
視
化
し
ま

し
た
。

地
図
の
活
用
方
法

実
際
に
作
成
し
た
地
図
の
一
部
を
図
2
に

示
し
ま
し
た
。
地
図
上
の
色
分
け
さ
れ
た
線

は
既
設
森
林
作
業
道
を
示
し
て
お
り
、
道
を

作
設
し
た
斜
面
の
角
度
が
急
な
順
に
紫
色
、

赤
色
、
橙
色
で
表
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

背
景
の
色
は
建
物
ま
で
の
距
離
を
表
し
て
お

り
、
建
物
に
近
い
順
に
桃
色
、
黄
色
、
水
色

で
着
色
し
て
い
ま
す
。
青
丸
で
囲
ん
だ
箇
所

は
、
損
壊
が
発
生
し
や
す
い
急
傾
斜
地
に
道

が
作
設
さ
れ
、
建
物
ま
で
の
距
離
も
近
い
た

め
、
災
害
リ
ス
ク
が
高
い
と
評
価
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
災
害
リ
ス
ク
が
高
い
箇
所
は
、

優
先
的
に
維
持
管
理
を
検
討
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

土
石
流
の
発
生
に
つ
な
が
る
重
大
な
損
壊

図１　森林作業道の損壊箇所における林地の斜面角度

図２　森林作業道災害リスク評価参考図
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普及コーナー

●
詳
し
い
内
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を
知
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い
方
は
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2
5
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5

　
　
　
　岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　森
林
技
術
開
発・支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

専門技術者研修「広葉樹の森づくり研修」の開催

11
月
11
日
と
12
日
に
林
業
事
業
体
等
を

対
象
に
、
林
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ（※

１
）
測
量
研
修
会
を
企
画
、

開
催
し
ま
し
た
。

林
業
の
測
量
は
コ
ン
パ
ス
測
量
が
主
流

で
、
複
数
の
人
員
が
必
要
で
手
間
が
か
か

る
こ
と
や
測
量
成
果
を
地
図
上
に
正
確
に

反
映
で
き
な
い
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
１
人
で
測
量
が
可
能
で
測
量
成
果

を
簡
単
に
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
反
映
で
き
る
Ｇ
Ｎ
Ｓ

Ｓ
測
量
を
普
及
し
よ
う
と
い
う
取
組
で
す
。

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
と
は
人
工
衛
星
に
よ
っ
て
地

上
の
現
在
位
置
を
決
定
す
る
衛
星
測
位
シ

ス
テ
ム
の
総
称
で
、
有
名
な
Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
ア

メ
リ
カ
が
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
で
Ｇ
Ｎ
Ｓ

Ｓ
の
一
つ
で
す
。Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を

含
む
複
数
の
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム
を
併
用

し
て
利
用
す
る
の
で
、
セ
ン
チ
単
位
の
よ

り
精
度
の
高
い
測
量
が
可
能
で
す
。

研
修
会
は
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
演

習
林
で
測
量
機
器
の
操
作
説
明
及
び
実
習

を
行
い
、
測
量
し
た
デ
ー
タ
を
地
図
に
反

映
す
る
た
め
の
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ（※

２
）
の
基

本
操
作
等
を
学
び
ま
し
た
。

測
量
機
器
は
10
万
円
程
度
で
購
入
で
き

る
こ
と
か
ら
、
参
加
者
か
ら
は
「
導
入
し

た
い
」、「
森
林
整
備
事
業
等
と
の
連
携
を

進
め
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ

を
測
量
だ
け
で
な
く
、
森
林
技
術
者
の
労

働
安
全
、
木
材
生
産
管
理
の
ツ
ー
ル
と
し

て
も
活
用
し
て
い
く
方
針
で
す
。

※
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❼

Ｇ
Ｎ
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Ｓ
測
量
研
修
会
を
開
催

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 
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５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

ＧＮＳＳ測量

ＱＧＩＳの説明

■岐阜県立森林文化アカデミー　　　　　　　　　　
森林技術開発・支援センター　杉田 勇人

＆
施
業
提
案
シ
ー
ト
」を
使
っ
て
、
現
況
の

調
査
、
目
標
林
型
、
今
後
の
施
業
方
針
等
の

検
討
を
行
い
、
講
師
を
交
え
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

 

研
修
実
施
状
況

【
第
１
回
研
修
】

　

8
月
19
日
、
美
濃
市
内
の
県
森
林
研
究
所

で
講
義
・
実
習
、
演
習
林
で
現
地
実
習
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、
横
井
教
授
か
ら
広
葉
樹
の
特

性
や
用
途
な
ど
基
本
的
な
知
識
と「
広
葉
樹

の
森
づ
く
り
」の
技
術
に
つ
い
て
の
説
明
を

し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
広
葉
樹
の
森
づ

く
り
」の
目
的
と
目
標
を
明
確
に
し
た
う
え

で
施
業
を
行
う
こ
と
、
エ
ビ
デ
ン
ス（
根
拠
）

を
持
っ
て
現
場
対
応
す
る
こ
と
、
広
葉
樹
の

更
新
伐
や
除
伐
、
間
伐
の
考
え
方
と
そ
の

手
順
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

室
内
の
実
習
で
は
、
樹
木
図
鑑
の
使
い
方
を

解
説
し
た
後
に
、
数
種
類
の
特
徴
の
あ
る
葉

の
同
定
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

演
習
林
で
の
現
地
実
習
で
は
、
人
工
林
皆

伐
跡
地
に
お
け
る
更
新
状
況
に
つ
い
て
観

察
し
、
稚
樹
の
名
前
や
特
性
を
確
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、
林
道
沿
い
の
広
葉
樹
の
樹
種
同

 

研
修
の
背
景

　

岐
阜
県
は
全
国
有
数
の
森
林
県
で
あ
り
、

民
有
林
の
約
43
％
を
広
葉
樹
林
が
占
め
て

い
ま
す
。
広
葉
樹
林
は
未
利
用
資
源
の
宝
庫

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
的
確
に

整
備
す
る
こ
と
で
資
源
価
値
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
適
度
に
収
穫
・
利
用
し

な
が
ら
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
広
葉
樹
林
の
施
業
技
術

が
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

広
葉
樹
施
業
に
か
か
わ
る
林
業
技
術
者
に

と
っ
て
、
そ
の
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

研
修
の
目
的

　
「
広
葉
樹
の
森
づ
く
り
」に
対
応
で
き
る

人
材
を
養
成
す
る
た
め
、
県
で
は
平
成
30

年
度
か
ら
本
研
修（
広
葉
樹
の
森
づ
く
り
研

修
）を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
か
ら
広
葉
樹
施
業
に
対
す

る
県
の
支
援
制
度
を
拡
充
し
、
広
葉
樹
林
の

施
業
に
対
す
る
助
言
者
と
し
て
、
当
研
修
の

修
了
者
を
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
修
で
は
、
広
葉
樹
林
の
管
理
に
必

要
な
知
識（
技
術
の
基
礎
と
な
る
科
学
的
知

見
等
）や
施
業
技
術
の
基
礎（
樹
種
の
同
定

能
力
や
施
業
・
作
業
の
考
え
方
）を
身
に
つ

け
る
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

　

講
師
は
、
各
回
と
も
、
当
森
林
文
化
ア
カ

デ
ミ
ー
の
横
井
秀
一
教
授
と
森
林
研
究
所

の
大
洞
智
宏
専
門
研
究
員
で
す
。

　

県
内
の
林
業
事
業
体
、
市
職
員
と
県
職
員

の
併
せ
て
15
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

 

研
修
の
進
め
方

　

第
1
回
と
第
2
回
の
前
半
は
基
礎
的
な

知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
講
義
、
現

地
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
2
回
後
半
以
降
は
、
受
講
者
が
関
わ
る

事
業
地
を
実
習
地
と
し
て
選
定
し
、「
診
断

定
や
生
育
状
況
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
ま

し
た
。

【
第
２
回
研
修
】

　

9
月
17
日
、
県
森
林
研
究
所
が
管
理
し
て

い
る
高
山
市
の
荘
川
広
葉
樹
総
合
試
験
林
と
、

隣
接
す
る
共
有
林
で
、
現
地
実
習
を
行
い
ま

し
た
。
試
験
林
で
は
、
30
年
以
上
経
過
し
た

広
葉
樹
人
工
造
林
地（
カ
ツ
ラ
、
ケ
ヤ
キ
、
ク

リ
）の
生
育
状
況
を
比
較
し
、
樹
種
の
違
い
に

よ
る
適
地
適
木
を
意
識
す
る
こ
と
や
、
下
刈

り
の
省
力
化
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
用
材
生
産
を
目
的
と
し
た
場

合
は
、
枝
下
高
の
高
さ
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

こ
と
な
ど
用
材
の
仕
立
て
方
等
に
つ
い
て
解

説
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
同
試
験
林
内
の

強
度
に
除
伐
を
し
た
試
験
地
や
、
約
90
年
生

の
大
径
木
を
残
し
ブ
ナ
を
植
栽
し
た
ブ
ナ
の

樹
下
植
栽
箇
所
等
を
観
察
し
、
広
葉
樹
林
施

業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

隣
接
す
る
共
有
林
は
、
１
０
０
年
生
前
後

の
高
齢
級
の
広
葉
樹
林
で
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ウ

ダ
イ
カ
ン
バ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
ホ
オ
ノ
キ
、

ク
リ
等
が
生
育
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
０
０
年
生
の
広
葉
樹
を
家
具
材
と
し
て

利
用
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
に
施
業
を
進
め

る
か
検
討
し
ま
し
た
。
今
回
、
研
修
で
初
め

▲第１回研修（樹種の同定作業）

▲第２回研修（荘川広葉樹総合試験林）
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ー
ま
で

専門技術者研修「広葉樹の森づくり研修」の開催

11
月
11
日
と
12
日
に
林
業
事
業
体
等
を

対
象
に
、
林
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ（※

１
）
測
量
研
修
会
を
企
画
、

開
催
し
ま
し
た
。

林
業
の
測
量
は
コ
ン
パ
ス
測
量
が
主
流

で
、
複
数
の
人
員
が
必
要
で
手
間
が
か
か

る
こ
と
や
測
量
成
果
を
地
図
上
に
正
確
に

反
映
で
き
な
い
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
１
人
で
測
量
が
可
能
で
測
量
成
果

を
簡
単
に
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
反
映
で
き
る
Ｇ
Ｎ
Ｓ

Ｓ
測
量
を
普
及
し
よ
う
と
い
う
取
組
で
す
。

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
と
は
人
工
衛
星
に
よ
っ
て
地

上
の
現
在
位
置
を
決
定
す
る
衛
星
測
位
シ

ス
テ
ム
の
総
称
で
、
有
名
な
Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
ア

メ
リ
カ
が
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
で
Ｇ
Ｎ
Ｓ

Ｓ
の
一
つ
で
す
。Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を

含
む
複
数
の
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム
を
併
用

し
て
利
用
す
る
の
で
、
セ
ン
チ
単
位
の
よ

り
精
度
の
高
い
測
量
が
可
能
で
す
。

研
修
会
は
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
演

習
林
で
測
量
機
器
の
操
作
説
明
及
び
実
習

を
行
い
、
測
量
し
た
デ
ー
タ
を
地
図
に
反

映
す
る
た
め
の
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ（※

２
）
の
基

本
操
作
等
を
学
び
ま
し
た
。

測
量
機
器
は
10
万
円
程
度
で
購
入
で
き

る
こ
と
か
ら
、
参
加
者
か
ら
は
「
導
入
し

た
い
」、「
森
林
整
備
事
業
等
と
の
連
携
を

進
め
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ

を
測
量
だ
け
で
な
く
、
森
林
技
術
者
の
労

働
安
全
、
木
材
生
産
管
理
の
ツ
ー
ル
と
し

て
も
活
用
し
て
い
く
方
針
で
す
。
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■岐阜県立森林文化アカデミー　　　　　　　　　　
森林技術開発・支援センター　杉田 勇人

【
第
4
回
研
修
】

　

11
月
18
日
、
加
茂
郡
川
辺
町
と
美
濃
加
茂

市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。
広
葉
樹
の
有
効
活

用
の
一
つ
で
あ
る
シ
イ
タ
ケ
原
木
生
産
が

テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
。

　

川
辺
町
の
実
習
地
で
は
、
実
際
に
シ
イ
タ

ケ
原
木
林
を
造
成
し
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
し

て
い
る
受
講
者
か
ら
、
ク
ヌ
ギ
人
工
林
や
コ

ナ
ラ
・
ア
ベ
マ
キ
の
萌
芽
更
新
の
生
育
状
況

や
そ
の
苦
労
話
を
伺
い
、
現
地
の
状
況
を
観

察
し
ま
し
た
。
講
師
か
ら
は
、
シ
イ
タ
ケ
原

木
林
は
15
年
か
ら
20
年
サ
イ
ク
ル
で
利
用
可

能
で
、
萌
芽
更
新
が
期
待
で
き
る
こ
と
や
、

コ
ナ
ラ
等
の
萌
芽
更
新
の
目
安
は
、
林
齢
に

加
え
て
幹
の
太
さ
も
判
断
基
準
に
す
る
と
よ

い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

美
濃
加
茂
市
の
実
習
地
は
、
林
齢
70
年
生

以
上
の
広
葉
樹
林
で
、
以
前
は
シ
イ
タ
ケ
原

木
林
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
、

広
葉
樹
林
も
含
め
、
一
体
的
な
森
林
経
営
計

画
の
作
成
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
師
か
ら
、
確
実
に
更
新
す
る
た
め
、
土

砂
移
動
を
抑
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
伐

採
し
た
樹
木
を
土
留
め
と
し
て
設
置
し
、
コ

ナ
ラ
の
実
生
に
よ
る
更
新
を
促
す
方
法
や
、

斜
面
の
安
定
性
や
コ
ナ
ラ
の
株
数
が
少
な
い

こ
と
を
考
慮
し
、
施
業
し
な
い
こ
と
も
選
択

肢
の
一
つ
に
な
る
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

り
ま
し
た
。

 

お
わ
り
に

　

研
修
を
修
了
し
た
受
講
者
の
み
な
さ
ま

に
つ
い
て
は
、
広
葉
樹
施
業
の
実
践
者
及
び

助
言
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

次
年
度
も
、
広
葉
樹
施
業
に
つ
い
て
指
導

で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
に
、
当
研
修

を
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

て
診
断
＆
施
業
提
案
シ
ー
ト
を
使
う
た
め
、

講
師
か
ら
受
講
者
に
問
い
を
投
げ
か
け
な
が

ら
実
習
を
進
め
ま
し
た
。
家
具
材
と
し
て
使

え
る
の
か
、
皆
伐
を
す
る
の
か
抜
き
伐
り
と

す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
伐
倒
し
、
材
を
搬

出
す
る
の
か
、
伐
採
後
の
更
新
を
ど
う
考
え

る
か
な
ど
、
検
討
す
る
項
目
は
多
岐
に
渡
り

ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
は
、
様
々
な
条
件
を
多
角
的
に

検
討
し
、
適
切
な
施
業
方
法
を
決
定
す
る
こ

と
や
所
有
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
施
業
提
案

で
き
る
よ
う
意
識
す
る
こ
と
な
ど
の
助
言
が

あ
り
ま
し
た
。

【
第
3
回
研
修
】

　

10
月
16
日
、
郡
上
市
で
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

実
習
地
は
、
集
落
に
隣
接
す
る
区
域
で
、

人
工
林
の
伐
採
跡
地
が
長
年
放
置
さ
れ
て
い

た
た
め
、
景
観
保
全
を
目
的
に
、
地
域
住
民

に
よ
っ
て
花
の
咲
く
木
な
ど
が
植
栽
さ
れ
た

場
所
で
す
。
天
然
更
新
し
た
ク
リ
、
ホ
オ
ノ

キ
等
が
大
き
く
生
長
し
植
栽
し
た
サ
ク
ラ
、

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
を
覆
っ
て
い
る
た
め
今
後
ど

の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
か
検
討
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
7
年
前
に
修
景
目
的
で
育
成
天
然

林
整
備
を
し
た
箇
所
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と

し
て
検
討
し
ま
し
た
。

▲第３回研修（意見交換）
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2月号
予定

2月1日発行イベント情報

市況情報 その他

連載
●山の歳時記（186）
●山のおじゃまむし（355）
清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（97）
木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（95）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム
　ぎふ木遊館は、使用木材の98%が岐阜県産材の純木造の建物で、館内には100種類以
上の木のおもちゃや９種類の大型木製遊具がある「ぎふ木育」の拠点施設です。そんな施
設で、私は木に癒されながら日々仕事をしています。
　まず癒しの１番は、木をふんだんに使った木造施設ならではの、館内に充満する木の香り
です。実は毎日いるせいで木の香りはほとんど分からないのですが、ふとした瞬間に木の香

りを感じ、ホッとします。
　また、ぎふ木遊館のメインエリアである木育ひろばは、自然塗料で仕上げたヒノキの無垢フローリングな
のですが、寝そべって休憩したい誘惑に駆られるほど、足裏から伝わる感触が気持ち良いです。遊具も木の
風合いが感じられるよう仕上げてあり、つい撫でたくなります。
　現在は、新型コロナウイルス感染防止対策のため入館者数の制限を設けていますが、毎日制限いっぱい
のたくさんの方にご来館いただいています。少しでも多くの方に木の良さや魅力を伝えられるよう、気を引
き締めて仕事をしていきたいです。

　「森林のたより」編集委員　後藤 真希

　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ8496 治山課水源林保全係まで

令和３年１月１日から水源地域内の
開発行為の事前届出制度が始まります。

小規模開発の事前届出制度
　令和２年７月の岐阜県水源地域保全条例の一部改正により、下記に該当する場合、事前届出が必要となります。

●届出の対象となる土地 …　県が指定した水源地域
●届出の対象となる行為 …　○ 土石の採掘その他の土地の形質の変更
   　　○ 建物その他工作物の新築、改築、増築、移転、撤去
   　　○ 水資源を採取するための設備の設置
●適用除外行為 ……………　○ 国・地方公共団体が行うもの
   　　○ 林地開発許可・保安林内作業許可を受けたもの
   　　○ 森林の施業及び管理に必要な開発行為（作業道、集材土場の設置など）
   　　○ その他規則で定める開発行為（自己の居住用住宅の建築、家庭用水（個人）の取水など）
●届出者　……………………　開発行為を行う者
●届出時期　…………………　開発行為に着手しようとする日の６０日前
●その他 　……………………　○ 届出書の様式：県ホームページ（※）に掲載
   　　○ 届出先：開発行為を行う土地の所在地を所管する農林事務所又は県庁治山課
   　　○ 制度の適用開始：令和3年1月1日
   　　　（１月１日時点で施工中の開発行為については１月３１日までに届出が必要です。）
   　　※https://www.pref.gifu.lg.jp/page/9280.html

　両公社は、岐阜県内において「水源の涵養」「県土の保全」等森林の多面的機能を発揮する森林整備・保全を
図るとともに森林資源の育成を図り、地域産業の発展及び住民の安全で豊かな生活に寄与することを目的に分収
造林事業を進めています。また、森林公社では「白山林道（白山白川郷ホワイトロード）」の管理運営、「森のジョ

ブステーションぎふ」における林業労働力の確保対策にも取組んで
います。
　例年岐阜県が主催するイベントなどで、両公社の役割や取組をPR
する展示を行っていますが、今年度はコロナの影響でそうした機会が
得られませんでした。一方で、分収造林地の土地の所有者様などの関
係者向けに、県分収林事業の取組や最近のトピックス記事を掲載し
た「森の息吹」を発行し情報提供を行いました。「森の息吹」は両公
社のホームページに掲載してありますので誰でもご覧いただくことが
できます。「森の息吹」第10号　＜森林公社・三川公社＞

（公社）岐阜県森林公社／
（公社）木曽三川水源造成公社の紹介

～情報誌「森の息吹」の発行～

外国人材活用の講習会を開催しました！

　林業分野における外国人材活用講習会を９月２８日（月）と１０月７日（水）に、
美濃市中濃総合庁舎会議室で開催しました。県内森林組合、林業事業体及び関
係団体から延べ３９名の方に参加を頂きました。
　第1回講習会では、外国人技能実習制度の概要について知識を深めるため、
OKB総研の市來上席研究員に「在留外国人の状況と外国人在留資格」について、
また、アジア共栄事業協同組合の岩田常務理事に「技能実習制度と監理団体の
役割」について講話を頂きました。
　第2回講習会では、「外国人材のための環境整備、定着への取り組み」をテーマ
に、㈱平田開発金本代表取締役に「建設業における事例」について、また、㈲桜井
ダイカスト工業桜井代表取締役に「製造業における事例」について、実体験に基づ
く貴重な講話を頂き、外国人材を活用するとなると様々な局面で色々な取り組み
が必要となること、また、やり方によっては会社や既存社員へのプラス効果が得ら
れることなどを学ばせて頂きました。
　今年度内には、県下で外国人材の
活用に積極的な森林組合、林業事業
体の中から選出した研究会委員の
方々と、２回の講習会で深めた知識
等をベースに、林業分野における外
国人材活用のための課題抽出及び対
策提案を検討する研究会の開催を予
定しています。

 

日時 

令和２年９月２８日 
13︓30～16︓00（受付 13︓00～） 
場所 

中濃総合庁舎５階大会議室 美濃市生櫛 1612-2 

減少する出生率、すすむ高齢化、どうする担い手確保︖ 
地元人、日本人、外国人なんて言ってられない︕ 
あらゆる手段を使って確保する︕ 
まずは、外国人材の活用について考えてみよう︕ 
在留資格、技能実習制度、先進事例を聞いてみよう︕ 
※第 2回講習会のお知らせ （※会場の都合で人数を調整する場合があります） 

日時︓令和２年１０月７日   13:30～16:00 
場所︓中濃総合庁舎別棟会議室 美濃市生櫛 1612-2 
テーマ︓「外国人材のための環境整備、定着への取り組み」 
     ・製造業、建設業における外国人材活用と定着化の取組事例報告 
（※講習会以降は、研究会にて課題の整理、施策提案の検討を行います） 

  

月 

令和２年度 
林業分野における 

外国人材活用講習会 
第１回 

 

○主催者︓岐阜県 
○運営者︓ 
公益社団法人岐阜県森林公社 
森のジョブステーションぎふ 
〒501-3756 
美濃市生櫛 1612-2岐阜県中濃
総合庁舎１階 
TEL︓0575-33-4011(423) 
ＦAX︓0575-46-8408  
E-mail︓m-job@gifu-shinrin 

.or.jp 

講習会日程 
13:30開会 

講習会 

13:45～14︓45 

①外国人在留資格 
 ㈱ＯＫＢ総研調査部 

上席研究員 市來 圭 

14:45休憩 

15:00～16:00 
②技能実習と監理団体 

  アジア共栄事業協同組合  
  常務理事 岩田 篤幸 

申込方法 
裏面の「参加申込書」に必要事項を
記入の上、Email・FAX・郵送により
主催者あて、お申し込みください。 
(※ご来場の際は、マスク着用で︕) 
 
なお、本講習会の開催につきましては、
新型コロナウイルス感染症の感染拡大を
踏まえて、急遽中止させていただく場合が
あります。何卒、ご理解を賜りますようお
願いします。 

水 

第1回講習会開催状況 第２回講習会開催状況
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2月号
予定

2月1日発行イベント情報

市況情報 その他

連載
●山の歳時記（186）
●山のおじゃまむし（355）
清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（97）
木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（95）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム
　ぎふ木遊館は、使用木材の98%が岐阜県産材の純木造の建物で、館内には100種類以
上の木のおもちゃや９種類の大型木製遊具がある「ぎふ木育」の拠点施設です。そんな施
設で、私は木に癒されながら日々仕事をしています。
　まず癒しの１番は、木をふんだんに使った木造施設ならではの、館内に充満する木の香り
です。実は毎日いるせいで木の香りはほとんど分からないのですが、ふとした瞬間に木の香

りを感じ、ホッとします。
　また、ぎふ木遊館のメインエリアである木育ひろばは、自然塗料で仕上げたヒノキの無垢フローリングな
のですが、寝そべって休憩したい誘惑に駆られるほど、足裏から伝わる感触が気持ち良いです。遊具も木の
風合いが感じられるよう仕上げてあり、つい撫でたくなります。
　現在は、新型コロナウイルス感染防止対策のため入館者数の制限を設けていますが、毎日制限いっぱい
のたくさんの方にご来館いただいています。少しでも多くの方に木の良さや魅力を伝えられるよう、気を引
き締めて仕事をしていきたいです。

　「森林のたより」編集委員　後藤 真希

　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ8496 治山課水源林保全係まで

令和３年１月１日から水源地域内の
開発行為の事前届出制度が始まります。

小規模開発の事前届出制度
　令和２年７月の岐阜県水源地域保全条例の一部改正により、下記に該当する場合、事前届出が必要となります。

●届出の対象となる土地 …　県が指定した水源地域
●届出の対象となる行為 …　○ 土石の採掘その他の土地の形質の変更
   　　○ 建物その他工作物の新築、改築、増築、移転、撤去
   　　○ 水資源を採取するための設備の設置
●適用除外行為 ……………　○ 国・地方公共団体が行うもの
   　　○ 林地開発許可・保安林内作業許可を受けたもの
   　　○ 森林の施業及び管理に必要な開発行為（作業道、集材土場の設置など）
   　　○ その他規則で定める開発行為（自己の居住用住宅の建築、家庭用水（個人）の取水など）
●届出者　……………………　開発行為を行う者
●届出時期　…………………　開発行為に着手しようとする日の６０日前
●その他 　……………………　○ 届出書の様式：県ホームページ（※）に掲載
   　　○ 届出先：開発行為を行う土地の所在地を所管する農林事務所又は県庁治山課
   　　○ 制度の適用開始：令和3年1月1日
   　　　（１月１日時点で施工中の開発行為については１月３１日までに届出が必要です。）
   　　※https://www.pref.gifu.lg.jp/page/9280.html

森林・林業関係イベントカレンダー（1月） 林業者向け

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所
申込（問合せ）先／ TEL 

1月14日㈭～
1月15日㈮

木材加工用機械
作業主任者
技能講習

●講習時間：14日～15日　8:30~17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：17,600円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名
　（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

1月20日㈬～
1月21日㈭

リスクアセスメント
担当者安全衛生教育

●講習時間：20日(林業)　　9:20~16:50
　　　　　　21日(製造業)　9:20~16:50
●申　込：開催日の2週間前まで
●受講料：12,000円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名
　（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

1月27日㈬～
1月29日㈮

伐木・チェーンソー
作業従事者
特別教育

●講習時間：27日　学科　　8:30~17:10
　　　　　　28日　学・実　8:50~12:00
　　　　　　29日　実技　　8:30~17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：22,770円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名
　（定員になり次第締め切ります。）

27 日（学科）28 日（学 ･ 実）
　ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）
29 日（実技）
　県森連岐阜林産物共販所（関市倉知字物見山）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195
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TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり

市況

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

1,819

520

2,867

2,592

2,808

10,368

1,920

2,520

外材市況（11月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）

米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）

ポール

292

310

306

317
日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

製品卸売標準価格（11月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱

間柱

土台

柱

柱

前月
比較等級

長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000

3000

4000

3000

3000

6000

3000

3000

55,000

55,000

65,000

60,000

65,000

120,000

59,000

59,000

→

→

→

→

→

→

→

→

105

105

105

120

120

120

105

120

105

30

105

120

120

120

105

120

１等

１等

特等

特等

特等

国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

　応札は全体的に活発。 スギ・ヒノキ共に多く入荷いただき、活気のある市
となった。スギ4m元木良材には応札旺盛。スギ3ｍ並材は保合。4ｍ並材は
非常に需要が高く強保合。ヒノキ４ｍ元木良材には応札旺盛。ヒノキ3m、4
ｍ柱、土台取りに復調の兆しあり。価格は上向き気配があり強保合。合板向
けヒノキは保合。スギは需要特大。価格も含めて強含み。一部大型工場より
原木受入制限情報あり、製紙向けパルプ材、発電向け未利用材ともに需要
が高く各工場受入は順調、出材を予定される場合は共販所担当者まで連
絡ください。（岐阜）
　スギ3m、4ｍ並材は保合。ヒノキは地元の買い方も多く全般に買い気が
見られ傷ありから並材、良材が完売。特にヒノキ元木2ｍ、ヒノキ中目4ｍ応
札好調。ヒメコ4～6ｍ元木良材問合せあり。スギ大径木欠点材については
応札低調。広葉樹は入荷量は少ないが買い気見られ応札旺盛で完売。（飛
騨）
　全般的に、スギ、ヒノキ、並材（16～22cm）は、応札旺盛にて強保合。ヒノ
キ元木、良材２ｍ、３ｍ、４ｍ（高齢材及び枝打材など（特殊材））は応札旺盛
にて強保合。スギ元木良材には応札旺盛強保合。ヒノキ並材３ｍ、４ｍ（16～
22cm）は、需要があり価格は上向き気配にて強保合。スギ並材は、３ｍ、４
ｍ（16～28ｃｍ）状況が徐々に緩和し強保合。（東濃）

【商況】

木 材 用 語 一 口 メ モ

（参考）日刊木材新聞社　木材・建築用語辞典

浜は、市場会社が問屋に貸す区画のこと。問屋は、その区画に丸太や製材品
を出展・展示して販売する。

浜問屋
はまとん  や

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1746回

12月8日

11月25日

12月3日

岐
阜
共
販
所

第1322回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ
くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～22㎝
24～28㎝

30㎝以上元
16～22㎝
24～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
24～28㎝

30㎝以上元
18～22㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

4ｍ

5ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－

18,000
23,900
－
－
－
－
－
－
－
－
－

17,200
17,000
－

17,000
20,000
－
－

15,000
－
－
－
－
－
－
－

29,000
28,000
23,000
－

26,000
64,000
－
－
－

11,800
11,000
12,800
11,600
9,700
－

16,500
14,000
17,000
13,500
12,000
－

11,000
11,000
10,000
15,000
14,000
14,000
15,000
20,000
8,000
9,000

12,000
13,000
20,000
15,000
11,200
10,800
12,200
15,500
12,500
15,000
9,000

12,800
16,000
20,000
5,000
6,000

第1655回

東
濃
共
販
所

木 材 市 場
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